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銭
穆
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
に
つ
い
て

内

田

健

太

O
n

Q
ian

m
u（
錢
穆
）’s“

JiG
ong

an
san

yuan
lun

xue”
（
記
公
安
三
袁
論
學
）

U
C

H
ID

A
,K

enta

A
bstract

T
his

paper
analyzes

the
reading

notes“
Ji

G
ong

an
san

yuan
lun

xue”（
記

公
安
三
袁
論
學
）

of
Q

ian
m

u（
錢
穆
）

w
ho

w
as

a
scholar

in
the

m
odern

age.

Q
ian

m
u

concentrated
on

G
ong

an
san

yuan（
Y

uan3
brothers

of
G

ong
an）

of
the

M
ing

period,and
discussed

their
philosophy

of
study.

H
is

essay
has

presented
an

interesting
problem

.
It

is
valuable

w
hen

con-

sidering
G

ong
an

san
yuan.

H
ow

ever,
his

argum
ent

has
been

seldom
reexam

-

ined.In
this

paper,I
exam

ined
Q

ian’s
opinion

in
detail,and

a
new

interpretation

w
as

discovered
aboutG

ong
an

san
yuan’s

philosophies
of

study.

A
ccording

to
Q

ian’s
analysis,the

oldest
brother（

Y
uan

zong
dao
袁
宗
道
）

and
the

youngest
brother（

Y
uan

zhong
dao
袁
中
道
）

have
opposing

philoso-

phies
of

study.
H

e
suggests

thatthe
cause

is
a

difference
in

the
fields

of
study.

I
infer

that
the

tw
o

brothers’
conflict

reflects
a

w
ide

conflict
betw

een
their

respective
realm

s
of

thinking
and

interest
at

that
tim

e,and
these

conflicts
are

in

a
relation

of
parallel.

K
ey

w
ords

錢
穆

袁
宗
道

袁
中
道

さ
っ
き

本
稿
は
、
近
代
の
学
者
銭
穆
の
箚
記
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
を
取
り
上
げ
、
銭
穆

が
描
く
明
末
の
袁
氏
三
兄
弟
の
「
論
学
」
の
在
り
方
を
照
射
し
、
そ
れ
を
導
き
の
糸

と
し
て
明
代
公
安
三
袁
を
め
ぐ
る
「
学
」
の
問
題
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
る
も
の

で
あ
る
。

一
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
公
安
三
袁
（
湖
北
荊
州
公
安
出
身

の
、
長
兄
袁
宗
道
・
仲
弟
袁
宏
道
・
三
弟
袁
中
道
の
袁
氏
三
兄
弟
）
の
研
究
史
的
課

題
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
袁
氏
三
兄
弟
の
う
ち
、
仲
弟
の
袁
宏
道（
あ
ざ
な
中
郎
、

号
は
石
公
、
一
五
六
八
〜
一
六
一
〇
）
は
、
一
般
に
、
明
末
に
「
性
霊
説
」
を
提
唱

し
た
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
明
代
後
期
に
文
学
界
を
風
靡
し
た
古
文
辞
派
に

対
し
て
、「
公
安
体
」
と
呼
ば
れ
る
「
清
新
軽
俊
」
の
詩
風
を
開
き
、
古
文
辞
派
「
前

後
七
子
」
に
対
す
る
「
公
安
三
袁
」
の
主
唱
者
の
地
位
を
占
め
る
。
詩
人
の
詩
精
神

の
は
た
ら
き
を
重
ん
じ
て
、
そ
こ
か
ら
表
出
さ
れ
る
「
趣
」
を
尊
重
し
た
袁
宏
道
の

詩
文
論
は
、「
独
り
性
霊
を
抒
べ
、
格
套
に
拘
は
ら
ず
」
と
い
う
標
語
か
ら
「
性
霊

説
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

公
安
三
袁
を
代
表
す
る
か
た
ち
で
、
こ
の
袁
宏
道
に
、
多
数
の
研
究
遺
産
が
集
中

し
て
い
る
。
そ
こ
で
ひ
と
ま
ず
袁
宏
道
に
照
準
を
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
研
究
史
を
こ
れ

ま
で
の
中
国
・
日
本
に
お
け
る
受
容
の
在
り
方
も
考
慮
に
入
れ
て
検
討
す
る
と
、
次

※ E-mail uchidak@ha.shotoku.ac.jp
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〔
①
〕

の
ご
と
き
課
題
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
袁
宏
道
詩
学
は
文
学
・
思
想
・
宗
教

が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
基
盤
の
上
に
生
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
そ
の
詩
学
は

時
代
を
追
っ
て
変
容
す
る
こ
と
、
③
そ
の
変
容
は
袁
宏
道
の
思
想
展
開
と
連
動
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
④
し
た
が
っ
て
あ
る
時
期
の
思
想
と
文
学
と
の
関
係
の
み
を
一

面
化
し
て
全
体
理
解
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
袁
宏
道
詩
学

の
変
容
を
思
想
と
文
学
と
に
わ
た
っ
て
総
合
的
に
考
察
す
る
視
座
が
必
要
と
な
る
。

明
代
思
想
史
と
文
学
史
と
を
展
望
す
る
総
合
的
視
座
の
問
題
に
関
し
て
、
先
学

は
、
明
代
朱
子
学
と
古
文
辞
派
詩
学
と
が
歴
史
的
に
「
相
同
的
な
関
係
」
に
あ
っ
た

〔
②
〕

と
論
じ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
「
相
同
性
」
概
念
を
批
判
的
に
継
承
し
、
袁
宏
道
詩
学

発
生
の
段
階
と
そ
こ
か
ら
の
変
容
に
そ
の
「
相
同
性
」
の
問
題
が
集
中
す
る
と
想
定

し
て
、
そ
の
思
想
と
文
学
の
面
と
に
か
か
わ
る「
相
同
性
」に
検
討
を
加
え
て
き
た
。

も
と
よ
り
、
そ
の
よ
う
に
「
相
同
性
」
を
問
題
視
角
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
相
同

性
」
成
立
の
要
件
が
問
わ
れ
る
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、
そ
の
「
相
同
性
」
の
担

い
手
で
あ
っ
た
明
代
の
士
人
が
思
想
や
文
学
を
議
論
し
た
「
場
」
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
「
場
」
が
、
当
時
の
思
想
と
文
学
と
に
共
通
す
る
基
盤
を
用
意
し
、
そ
の
「
場
」

の
動
向
が
か
か
る
相
同
性
成
立
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
そ
の
科
挙
社
会
に
生

き
る
士
人
た
ち
に
と
っ
て
の
関
心
事
は
何
で
あ
っ
た
か
。
中
国
近
世
士
大
夫
文
化
世

界
で
は
「
学
問
」
と
い
う
語
は
、
よ
り
よ
く
生
き
る
力
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

を
含
意
す
る
用
語
と
な
っ
て
い
た
が
、
お
よ
そ
科
挙
社
会
に
生
き
る
士
人
に
と
っ

て
、
最
大
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
が
こ
の
「
学
問
」
の
問
題
で
あ
っ
た
。
明

代
後
半
期
の
思
想
史
の
展
開
と
文
学
思
潮
と
の
照
応
関
係
に
考
え
る
に
当
た
っ
て
、

そ
の
相
関
の
あ
ら
わ
れ
を
、
袁
宏
道
の
こ
の
「
学
問
」
観
念
の
展
開
に
照
明
を
当
て

て
検
討
し
よ
う
と
す
る
視
座
か
ら
、
筆
者
は
袁
宏
道
の
「
学
問
」
観
念
を
め
ぐ
る
問

〔
③
〕

題
を
考
察
し
て
き
た
。

こ
の
「
学
問
」
と
い
う
こ
と
で
考
え
る
と
、
袁
宏
道
を
始
め
と
す
る
公
安
派
は
、

そ
の
受
容
史
に
お
い
て
し
ば
し
ば
「
無
学
」
と
称
さ
れ
る
。
だ
が
、「
無
学
」
と
い

わ
れ
る
袁
宏
道
自
身
の
思
想
遍
歴
を
辿
る
と
、
こ
の
「
学
問
」
と
い
う
語
が
、
重
層

的
な
意
味
あ
い
を
有
す
る
鍵
言
葉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
さ
ら
に
、
そ
の

最
も
間
近
に
あ
っ
た
弟
、
袁
中
道
の
仲
兄
に
対
す
る
論
及
を
み
る
と
、
む
し
ろ
袁
宏

道
を
「
学
問
」
の
人
と
し
て
結
論
づ
け
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
史

に
お
い
て
は
、
こ
の
「
学
問
」
の
人
と
し
て
の
袁
宏
道
像
は
、
先
の
「
無
学
」
評
価

と
相
俟
っ
て
看
過
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
無
学
」
評
価
を
裏
付
け
る
も
の

と
し
て
は
、
清
代
に
考
証
学
の
立
場
か
ら
明
学
が
「
空
疎
不
学
」
と
評
さ
れ
た
こ
と

が
大
き
い
。
と
く
に
袁
宏
道
が
「
国
朝
第
一
」
と
し
て
自
ら
心
を
寄
せ
た
「
良
知
学

問
」
に
対
す
る
考
証
学
の
評
価
は
厳
し
く
、
明
代
の
「
学
問
」
を
「
空
疎
不
学
」
と

し
て
把
握
す
る
こ
の
観
方
は
、
袁
宏
道
の
受
容
史
に
強
い
影
響
を
与
え
、
今
日
の
研

究
者
を
も
な
お
規
制
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
銭
穆
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
は
、
袁
氏
三
兄
弟
に
お
け
る
「
学

問
」
の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
、
公
安
三
袁
の
研
究
史
に
お
い
て
貴
重
な
述

作
で
あ
る
。
著
者
の
銭
穆
（
あ
ざ
な
賓
四
、
一
八
九
五
〜
一
九
九
〇
、
江
蘇
省
無
錫

の
人
）
は
、『
先
秦
諸
子
繋
年
』『
秦
漢
史
』『
中
国
近
三
百
年
学
術
史
』
か
ら
、
晩

年
の
大
著
『
朱
子
新
学
案
』
を
代
表
と
す
る
宋
明
理
学
の
研
究
に
及
ぶ
ま
で
の
、
二

十
世
紀
中
国
を
代
表
す
る
古
典
学
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
後
に
見
る
よ
う

に
、
こ
の
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
も
、
そ
の
宋
明
理
学
研
究
の
一
環
と
し
て
著
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
に
つ
い
て
は
、
本

邦
の
公
安
三
袁
研
究
史
の
中
で
は
顧
み
ら
れ
る
機
会
が
極
め
て
少
な
く
、
い
わ
ば
埋

も
れ
た
文
章
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
二
十
世
紀
を
代
表
す
る「
国

学
大
師
」
銭
穆
の
眼
に
袁
氏
三
兄
弟
の
「
学
」
が
ど
う
映
じ
て
い
た
か
、
そ
し
て
そ

の
公
安
三
袁
像
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
照
射
し
、
さ
ら

に
そ
れ
を
導
き
の
糸
と
し
て
、
か
れ
ら
公
安
三
袁
を
め
ぐ
る
「
学
」
の
問
題
に
つ
い
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て
再
検
討
し
て
み
た
い
。

二
銭
穆
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
は
、
全
体
の
「
序
」
と
な
る
次
の
一
節
か
ら
始
ま
る
。

四
十
年
前
、
曾
撰
龍
渓
略
歴
及
念
庵
年
譜
両
篇
、
備
著
両
家
論
学
之
異
、
並
透

露
此
下
王
学
演
変
之
消
息
。
頃
重
閲
旧
稿
、
因
念
公
安
三
袁
之
学
、
大
可
為
之

作
証
佐
、
而
梨
洲
学
案
未
及
此
三
人
。
因
加
綴
輯
、
以
成
斯
篇
、
聯
記
当
時
之

学
術
風
気
。

四
十
年
前
、
私
は
か
つ
て
「
龍
渓
略
歴
」
と
「
念
庵
年
譜
」
と
の
両
篇
を
撰
述

し
た
。
つ
ぶ
さ
に
両
者
が
学
を
論
ず
る
際
の
異
同
を
著
し
、
な
ら
び
に
こ
の
観

点
か
ら
王
学
の
変
遷
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
近
、
そ
の
旧
稿
を
再
読
す

る
機
会
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
公
安
三
袁
の
学
に
つ
い
て
考
え
を
進
め
、
大
い
に

こ
の
問
題
に
つ
い
て
証
左
を
得
た
。
し
か
る
に
、
黄
梨
洲
の
『
明
儒
学
案
』
に

は
こ
の
三
人
に
つ
い
て
論
及
が
な
い
。
そ
こ
で
編
集
を
く
わ
え
て
、
こ
の
篇
を

成
し
、
い
さ
さ
か
当
時
の
学
術
の
気
風
に
つ
い
て
記
す
こ
と
に
し
た
。

こ
の
文
章
が
著
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
七
年
、
時
に
銭
穆
八
十
三
歳
で
あ
る
。
銭

穆
は
一
九
四
九
年
に
香
港
に
渡
り
、
の
ち
一
九
六
七
年
、
台
湾
に
居
を
定
め
た
。
こ

の
文
章
も
台
湾
に
在
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
を
収
め
る
『
中
国
学
術
思
想
史
論
叢
』
の
「
序
」
に

〔
④
〕

よ
る
と
、
銭
穆
は
、
一
九
三
七
年
に
湖
南
省
南
岳
の
地
で
、「
宋
明
各
家
」
の
文
集

を
読
み
、
と
り
わ
け
「
龍
渓
」（
明
代
の
陽
明
学
者
、
王
畿
（
一
四
九
八
〜
一
五
八

三
）
の
号
）
と
「
念
庵
」（
明
代
の
陽
明
学
者
、
羅
洪
先
（
一
五
〇
四
〜
一
五
六
四
）

の
号
）
と
の
二
人
の
文
集
に
深
く
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
挙
げ

ら
れ
て
い
る
「
龍
渓
略
歴
」（「
王
龍
渓
略
歴
及
語
要
」）
と
「
念
庵
年
譜
」（「
羅
念

庵
年
譜
」）
と
は
、
そ
の
「
四
十
年
前
」
の
産
物
で
あ
る
。

銭
穆
の
こ
の
発
言
に
あ
る
両
者
の
「
異
同
」
と
「
王
学
の
変
遷
」
と
に
つ
い
て
は
、

〔
⑤
〕

銭
穆
の
両
著
な
ら
び
に
か
れ
の
「
略
論
王
学
流
変
」
に
詳
し
い
が
、
そ
の
「
異
同
」

に
つ
い
て
、
行
論
の
便
宜
上
、
こ
こ
で
簡
単
に
述
べ
た
い
。

王
畿
は
「
良
知
」（
陽
明
学
の
用
語
で
い
う
、
人
間
の
潜
在
的
な
道
徳
能
力
）
の

そ
の
と
き
そ
の
ま
ま

円
満
で
自
在
な
主
宰
性
を
尊
重
し
、
誰
も
が
当

下
に
聖
人
で
あ
る
と
し
て
、
徹
底

し
た
自
力
主
義
を
説
き
、
良
知
現
成
派
（
い
わ
ゆ
る
王
学
左
派
）
を
主
唱
し
た
。
一

方
で
羅
洪
先
は
、
当
初
そ
の
王
畿
に
傾
倒
し
た
が
、
後
に
い
わ
ゆ
る
王
学
右
派
に
属

す
る
。
こ
の
羅
洪
先
は
、
良
知
現
成
派
の
考
え
方
は
、「
拡
養
」（
良
知
を
実
際
の
場

で
発
揮
す
る
こ
と
）
を
軽
視
し
、
後
天
的
な
学
問
知
見
か
ら
自
由
に
な
ろ
う
と
す
る

や
り
た
い
ほ
う
だ
い

あ
ま
り
、
狂
放
自
高
に
陥
り
か
ね
な
い
と
批
判
し
、
良
知
の
培
養
と
学
問
工
夫
の
相

即
と
を
主
張
し
た
。
銭
穆
の
い
う
「
異
同
」
と
は
こ
の
王
畿
と
羅
洪
先
と
の
陽
明
学

派
内
で
の
思
想
的
差
異
を
指
す
。

一
般
に
公
安
三
袁
の
人
士
は
、
王
畿
の
流
れ
を
汲
む
良
知
現
成
派
の
思
想
系
譜
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
か
れ
ら
公
安
三
袁
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
立
場
で
明

代
の
儒
学
史
を
整
理
す
る
こ
と
を
試
み
た
黄
宗
羲
『
明
儒
学
案
』
に
一
切
記
載
が
な

〔
⑥
〕
い
。そ
こ
で
、銭
穆
は
、王
畿
と
羅
洪
先
と
の
思
想
的
振
幅
の
中
で
公
安
三
袁
の「
学
」

を
捉
え
、
そ
の
「
学
」
の
在
り
方
か
ら
当
時
の
学
術
の
気
風
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う

と
す
る
立
場
を
打
ち
出
す
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
末
尾
に
、「
義
非
表
揚
、
読
者
審
之
」
―
―
こ
の
文
章
の

ね
ら
い
は
、
公
安
三
袁
の
顕
彰
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
銭
穆
が
「
読
者
」

に
注
意
を
う
な
が
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
言
わ
ず
も
が
な
の
一
言
の
よ
う
だ
が
、

こ
の
一
言
の
背
景
に
は
、
当
時
の
ポ
レ
ミ
ッ
ク
な
事
情
が
う
か
が
え
る
。
ま
さ
に「
四

十
年
前
」、
中
華
民
国
に
お
け
る
「
文
学
革
命
」
の
担
い
手
で
あ
っ
た
周
作
人
、
林

語
堂
な
ど
の
人
士
に
よ
っ
て
、
一
躍
公
安
三
袁
は
顕
彰
の
的
と
な
っ
た
。「
文
学
革
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命
」
の
旗
手
た
ち
は
、「
独
抒
性
霊
」
と
か
「
不
拘
格
套
」
と
い
っ
た
公
安
三
袁
の

文
学
論
に
、「
近
代
精
神
」
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
と
し
て
推
賞
し
、
公
安
三
袁
、
と

り
わ
け
袁
宏
道
は
「
新
文
学
の
源
流
」
と
し
て
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
、
大
い
に
も

〔
⑦
〕

て
は
や
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
近
代
の
文
学
革
命
運
動
の
文
脈
で
公
安
三
袁
を
表
彰

し
、
自
ら
の
運
動
の
駒
に
せ
ん
と
す
る
当
時
の
風
潮
に
銭
穆
は
距
離
を
置
く
。
銭
穆

は
、
公
安
三
袁
が
生
き
た
明
代
の
思
想
界
の
中
に
、
か
れ
ら
の
学
を
論
じ
た
言
説
を

還
元
し
、
適
正
な
歴
史
的
位
置
づ
け
を
図
ろ
う
と
す
る
。「
記
公
安
三
袁
論
学
」
の

い
わ
ば
「
序
」
と
な
る
一
節
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
何
気
な
い
こ
の
一
言
に
、「
文
学

革
命
」
の
熱
狂
に
流
さ
れ
ま
い
と
す
る
「
国
学
大
師
」
銭
穆
の
矜
恃
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
の「
序
」の
あ
と
、
銭
穆
は
袁
氏
三
兄
弟
の
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、
そ
の「
学
」

の
在
り
方
を
論
じ
て
い
る
。
順
に
そ
っ
て
、
ま
ず
、
長
兄
袁
宗
道
の
「
学
」
の
様
態

か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。

三
銭
穆
は
次
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
袁
宗
道
（
あ
ざ
な
伯
修
、
一
五
六
〇
〜
一
六
〇

〇
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

袁
宗
道
、
字
伯
修
、
万
暦
十
四
年
会
試
第
一
。
有
白
蘇
斎
集
二
十
二
巻
。

其
言
曰
、
三
教
聖
人
、
門
庭
各
異
、
本
領
是
同
、
所
謂
学
禅
而
後
知
儒
。
非
虚

語
也
。今
之
高
明
有
志
向
者
、腐
朽
吾
魯
・
鄒
之
書
、而
以
諸
宗
語
録
為
珍
奇
、

率
終
身
濡
首
其
中
而
不
知
返
。間
来
与
諸
弟
及
数
友
講
論
、稍
稍
借
禅
以
詮
儒
、

始
欣
然
舎
竺
典
而
尋
求
本
業
之
妙
義
。

銭
穆
の
こ
の
文
章
は
、
中
国
の
伝
統
学
術
に
み
ら
れ
る
箚
記
体
で
著
さ
れ
て
い

る
。
箚
記
と
は
、
書
物
を
読
み
、
そ
の
抜
き
書
き
を
示
し
て
、
考
証
を
行
っ
た
り
、

自
ら
の
見
解
を
合
わ
せ
て
書
き
つ
け
た
り
す
る
読
書
筆
記
の
こ
と
を
い
い
、
銭
穆
の

世
代
ま
で
の
「
国
学
大
師
」
た
ち
が
得
意
と
し
た
文
体
で
あ
る
。「
記
公
安
三
袁
論

学
」
は
、
こ
の
箚
記
体
に
よ
り
、
公
安
三
袁
そ
れ
ぞ
れ
の
「
学
」
に
関
す
る
発
言
を

提
示
し
、
銭
穆
自
ら
の
見
解
を
簡
明
に
コ
メ
ン
ト
し
て
ゆ
く
形
を
と
る
。

「
袁
宗
道
、
字
は
伯
修
、
万
暦
十
四
年
の
会
試
第
一
で
あ
る
。『
白
蘇
斎
集
』
二

十
二
巻
が
あ
る
」
と
伝
記
的
な
記
述
を
掲
げ
、「
其
言
曰
」
と
最
初
に
銭
穆
が
取
り

上
げ
る
の
は
、
袁
宗
道
の
「
説
書
類
」
の
序
に
あ
た
る
文
章
（『
白
蘇
斎
類
集
』
巻

〔
⑧
〕

十
七
、
二
三
七
頁
）
で
あ
る
。
袁
宗
道
は
、
孔
孟
を
顧
み
ず
、
禅
語
録
に
飛
び
つ
く

当
時
の
時
代
思
潮
に
対
し
、
儒
釈
道
三
教
の
「
本
領
」
は
同
一
で
あ
る
と
説
く
。
銭

穆
は
、
こ
の
発
言
に
つ
い
て
、

是
知
当
時
已
群
然
逃
儒
皈
禅
、
伯
修
矯
之
、
借
禅
詮
儒
、
則
其
所
以
為
儒
者
亦

可
知
矣
。

こ
こ
か
ら
、
当
時
す
で
に
世
の
大
勢
が
、
儒
学
か
ら
逃
れ
て
禅
仏
教
に
心
を
寄

せ
て
お
り
、
伯
修
は
こ
の
気
風
を
矯
正
す
る
に
あ
た
っ
て
、
禅
学
の
用
語
を
借

り
て
儒
学
の
真
理
を
解
き
明
か
そ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
儒
者
で
あ

る
わ
け
も
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。

あ
か

と
論
じ
て
い
る
。
銭
穆
は
、「
借
禅
詮
儒
」（
禅
を
借
り
て
儒
を
詮
す
）
と
い
う
言
葉

〔
⑨
〕

を
、
袁
宗
道
の
「
学
」
の
鍵
言
葉
と
し
て
打
ち
出
す
。
儒
釈
道
三
教
の
「
本
領
」
は

や

や

あ
く
ま
で
同
一
と
し
つ
つ
も
、「
禅
を
学
ん
で
後
に
儒
を
知
る
」、「
稍
稍
、
禅
を
借

す

り
て
以
て
儒
を
詮
せ
ば
、
始
め
て
欣
然
と
し
て
竺
典
を
舎
て
本
業
の
妙
義
を
尋
ね
求

む
」
と
い
う
袁
宗
道
の
発
言
を
提
示
し
、
袁
宗
道
に
と
っ
て
禅
仏
教
は
、
儒
学
の
真

理
を
説
き
明
か
す
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
袁
宗
道
自
身
は
儒
者
の
立
場
に
身
を
置
い

た
こ
と
を
強
調
す
る
。
銭
穆
は
こ
れ
に
つ
づ
け
て
、

又
曰
、
伯
安
以
知
善
知
悪
為
良
知
、
為
中
下
根
人
権
説
耳
。
王
汝
中
所
悟
無
善

無
悪
之
知
、則
伯
安
本
意
也
。汝
中
発
伯
安
之
真
、其
猶
荷
葉
発
達
磨
之
秘
乎
。

（『
白
蘇
斎
類
集
』
巻
十
七
「
読
大
学
」、
二
四
〇
頁
）
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又
曰
、陽
明
先
生
弢
蔵
最
上
一
著
、許
多
話
不
露
一
点
端
倪
。若
非
龍
渓
自
悟
、

当
終
身
閉
口
矣
。（『
白
蘇
斎
類
集
』
巻
二
十
二
「
雑
説
」、
三
〇
七
頁
）

と
、
王
畿
（
あ
ざ
な
汝
中
・
号
は
龍
渓
）
こ
そ
が
、
王
守
仁
（
あ
ざ
な
伯
安
、
号
は

陽
明
）
の
「
本
意
」
を
継
承
し
、
王
畿
に
よ
っ
て
始
め
て
陽
明
先
生
の
真
意
が
開
か

れ
た
も
の
と
す
る
袁
宗
道
の
見
方
を
取
り
上
げ
、

是
証
伯
修
論
学
実
従
龍
渓
来
。

こ
れ
は
、
伯
修
の
学
を
論
ず
る
立
場
が
確
か
に
龍
渓
に
由
来
す
る
こ
と
を
証
明

し
て
い
る
。

と
、
袁
宗
道
の
思
想
系
譜
が
、
先
の
王
畿
と
羅
洪
先
と
の
両
者
の
う
ち
、
王
畿
直
系

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
あ
わ
せ
て
、
少
年
時
代
、
酒
と
博
奕
に
明
け
暮
れ

た
「
任
侠
」
の
王
畿
に
対
し
、
王
守
仁
が
型
破
り
の
度
量
を
示
し
た
こ
と
で
、
王
畿

〔
⑩
〕

が
そ
の
門
弟
と
な
る
に
至
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
袁
宗
道
が
好
意
的
に
書
き
と
め
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、

此
等
伝
説
、
固
非
儒
門
、
亦
異
緇
林
、
特
当
謂
之
江
湖
。
而
前
輩
述
之
、
伯
修

信
之
、
豈
不
見
当
時
之
風
気
乎
。

こ
う
し
た
伝
説
は
、
も
と
よ
り
儒
門
の
世
界
に
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
、
ま
た

そ
の
す
じ

仏
門
の
世
界
と
も
趣
を
異
に
し
、
ま
さ
に
「
江
湖
」
の
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
し
か
る
に
、「
前
輩
」
が
こ
の
話
を
述
べ
る
と
、
伯
修
は
本
当
だ
と
信
用

し
て
い
る
。
当
時
の
気
風
が
う
か
が
え
よ
う
。

と
、
袁
宗
道
が
王
守
仁
・
王
畿
の
型
破
り
な
師
弟
関
係
に
深
く
共
感
し
て
い
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
銭
穆
は
、「
性
情
不
待
学
、
而
功
業
必
恃
於
学
」（「
性
情
」
は
学
を
必
要

と
は
し
な
い
が
、「
功
業
」
は
必
ず
学
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
）
と
み
る
。
こ
こ
か

ら
、「
性
情
」
の
完
全
性
を
重
視
す
る
王
畿
の
立
場
と
、「
功
業
」
を
完
成
さ
せ
る
際

に
必
要
と
な
る
「
学
」
に
も
留
意
す
る
羅
洪
先
の
立
場
と
の
間
に
あ
っ
て
、
い
っ
た

い
袁
宗
道
は
ど
ち
ら
の
構
え
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
い
わ
ば
試
験
紙
の
役
割
を

担
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
銭
穆
は
、
結
果
と
し
て
の
「
功
業
」
は
二
次
的
な
も
の

と
す
る
袁
宗
道
の
発
言
に
注
目
し
、
こ
こ
で
も
袁
宗
道
は
人
間
の
本
来
的
な
道
徳
能

力
が
現
在
に
お
い
て
完
全
に
成
就
さ
れ
て
い
る
と
い
う
王
畿
の
立
場
に
立
つ
と
論
じ

る
。
こ
の
よ
う
に
銭
穆
は
、
袁
宗
道
の
「
学
」
が
王
畿
の
思
想
系
譜
を
継
承
す
る
こ

と
を
強
調
し
つ
つ
、
そ
の
「
学
」
の
鍵
言
葉
を
「
借
禅
詮
儒
」
と
み
な
し
、
こ
の
言

葉
を
柱
と
し
て
袁
宗
道
の
学
問
像
を
捉
え
て
ゆ
く
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
借
禅
詮
儒
」
と
い
う
こ
と
で
興
味
を
惹
く
の
は
、
仏
教
語
の

「
空
」
に
よ
っ
て
儒
学
の
「
誠
」
を
説
き
明
か
し
、
そ
の
「
空
」
を
万
物
を
生
育
す

る
「
春
」
に
な
ぞ
ら
え
て
、「
春
に
非
ず
ん
ば
豈
に
能
く
万
物
を
成
育
せ
ん
や
」
と

述
べ
る
袁
宗
道
の
発
言
に
対
し
、
銭
穆
が
批
判
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

老
子
以
「
無
」
説
道
、
中
庸
後
起
、
転
用
「
誠
」
字
、
此
是
儒
家
苦
心
処
。
今

伯
修
以
「
空
」
詮
誠
、
則
三
教
可
帰
一
矣
。
春
統
四
時
、
仁
統
四
徳
、
漢
宋
諸

儒
、
皆
以
仁
説
春
、
以
春
説
天
、
惟
仏
家
不
言
天
、
故
春
亦
帰
於
空
。
伯
修
以

空
詮
誠
已
足
、
何
又
牽
渉
到
「
春
」
字
。
則
其
未
脱
文
人
習
気
也
。

老
子
は
「
無
」
に
よ
っ
て
〈
道
〉
を
説
き
、
中
庸
は
そ
の
後
に
あ
っ
て
、
転
じ

て
「
誠
」
の
字
を
用
い
て
説
明
し
た
。
こ
れ
こ
そ
儒
家
が
苦
心
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
い
ま
伯
修
が
（
仏
教
語
の
）「
空
」
に
よ
っ
て
〈
誠
〉
を
説
き
明
か
そ

う
と
す
る
の
は
、
儒
釈
道
の
三
教
が
帰
一
す
る
と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。〈
春
〉

は
四
時
を
統
括
し
、〈
仁
〉
は
四
徳
を
統
括
す
る
。（
こ
の
こ
と
か
ら
）
漢
代
か

ら
宋
代
ま
で
の
儒
者
た
ち
は
、
み
な
〈
仁
〉
に
よ
っ
て
〈
春
〉
を
説
き
、〈
春
〉

に
よ
っ
て
〈
天
〉
を
説
い
た
。
し
か
る
に
、
仏
家
は
〈
天
〉
を
言
挙
げ
し
な
い
。

し
て
み
る
と
〈
春
〉
も
ま
た
〈
空
〉
に
帰
す
こ
と
に
な
る
。
伯
修
は
〈
空
〉
に

よ
っ
て〈
誠
〉を
説
き
明
か
せ
ば
そ
れ
で
十
分
な
の
に
、
ど
う
し
て
さ
ら
に〈
春
〉

じ
っ
け

の
字
に
か
か
ず
ら
う
の
か
。
そ
れ
は
伯
修
が
ま
だ
文
人
の
習
気
か
ら
脱
却
で
き
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な
い
か
ら
で
あ
る
。

銭
穆
は
こ
う
述
べ
て
、
袁
宗
道
の
「
借
禅
詮
儒
」
の
論
理
の
不
備
を
つ
き
、
そ
の

理
由
に
「
文
人
の
習
気
」
を
挙
げ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、〈
春
〉
と
〈
空
〉
と
を
ア

ナ
ロ
ジ
カ
ル
に
み
る
観
方
は
「
文
人
」
独
特
の
も
の
で
は
な
く
、
袁
宗
道
と
同
時
代

〔
⑪
〕

の
禅
僧
紫
柏
達
観
の
「
石
門
文
字
禅
序
」
に
も
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仏
教
学

に
も
造
詣
の
深
い
銭
穆
に
し
て
み
る
と
、「
借
禅
詮
儒
」
を
標
榜
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
論
理
的
な
説
明
で
は
な
く
〈
春
〉
と
い
う
万
物
生
育
の
詩
的
イ
メ
ー
ジ

に
概
念
の
理
解
を
ゆ
だ
ね
て
し
ま
う
点
に
、「
文
人
の
習
気
」
を
か
ぎ
つ
け
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

最
後
に
銭
穆
は
、
袁
宗
道
の
「
学
」
―
―
よ
り
よ
く
生
き
る
力
を
向
上
さ
せ
る
と

い
う
課
題
に
、「
借
禅
詮
儒
」の
立
場
に
立
つ
袁
宗
道
が
ど
の
よ
う
な
人
物
像
を
も
っ

て
応
え
た
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
、
王
畿
に
触
発
さ
れ
た
袁
宗
道
の
郷
愿
論
を
取
り

〔
⑫
〕

上
げ
て
い
る
。「
郷
愿
」
と
は
、『
論
語
』「
陽
貨
」
篇
お
よ
び
そ
れ
を
承
け
た
『
孟

子
』「
尽
心
下
」
篇
に
み
え
る
語
で
あ
る
。
口
に
古
道
を
説
き
、
郷
里
の
な
か
で
は

謹
直
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
態
た
る
や
、
世
に
媚
び
る
偽
善
者
で
あ
る

と
し
て
、
孔
子
に
「
徳
の
賊
」
と
酷
評
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
王

畿
は
こ
の
「
郷
愿
」
と
い
う
語
に
、
新
た
な
価
値
づ
け
を
行
っ
た
（『
王
畿
集
』
巻

五
「
与
陽
和
張
子
問
答
」）。
人
間
は
聖
凡
誰
し
も
が
現
実
に
お
い
て
完
全
態
と
し
て

存
在
し
て
い
る
と
説
く
良
知
現
成
派
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
世
の
君
子
に
媚
び
る
の

に
足
り
、
世
の
小
人
に
媚
び
る
こ
と
に
足
る
こ
と
を
自
ら
わ
き
ま
え
て
こ
の
世
に
生

き
る
「
郷
愿
」
さ
え
も
が
そ
の
ま
ま
で
〈
聖
人
〉
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

逆
説
的
な
言
葉
を
受
け
て
、
袁
宗
道
は
、「
其
の
郷
愿
に
純
な
る
を
求
む
る
も
、
且

つ
得
易
か
ら
ず
、
況
ん
や
聖
人
の
道
を
や
」
と
、
む
し
ろ
当
下
の
「
郷
愿
」
と
し
て

の
在
り
方
を
徹
底
す
る
こ
と
に
こ
そ
意
義
を
見
い
だ
す
。
い
ま
・
こ
こ
の
場
で
〈
聖

人
〉
で
あ
る
こ
と
に
確
信
を
持
て
ず
、
自
己
の
本
来
的
な
道
徳
能
力
の
可
能
性
を
閉

ざ
し
、
自
己
を
直
視
せ
ず
に
外
在
的
な
〈
聖
人
〉
を
規
範
と
し
て
学
ぶ
態
度
を
退
け

る
の
で
あ
る
。

銭
穆
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

是
斯
道
即
郷
愿
之
道
、而
斯
世
亦
郷
愿
之
世
也
。然
則
如
何
而
始
為
聖
人
之
道
、

曰
、「
你
自
西
来
我
自
東
。」
孔
子
晩
年
不
復
夢
見
周
公
、
此
是
孔
子
之
晩
而
悟

道
、
否
則
孔
子
常
夢
周
公
、
即
孔
子
仍
亦
郷
愿
也
。
故
曰
、
不
学
仏
、
不
知
儒
。

龍
渓
言
、「
学
問
須
求
自
得
、
天
也
不
做
他
、
地
也
不
做
他
、
聖
人
也
不
做
他
。」

如
伯
修
、
亦
可
謂
真
契
龍
渓
之
神
髄
也
。

こ
の
道
は
そ
の
ま
ま
郷
愿
の
道
で
あ
っ
て
、
こ
の
世
も
ま
た
郷
愿
の
世
で
あ

る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
聖
人
の
道
を
修
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
そ
の
答
え
は
、「
あ
な
た
は
西
か
ら
来
て
私
は
東
か
ら
来
る
」
と

い
う
こ
と
だ
。
孔
子
は
晩
年
に
な
る
と
も
は
や
周
公
を
夢
見
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
と
言
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
孔
子
が
晩
年
に
な
っ
て
（
自
己
の
）
道
を
悟
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。
さ
も
な
く
ば
孔
子
は
い
つ
ま
で
も
周
公
を
夢
見
て
い
た
こ

と
に
な
り
、
つ
ま
り
孔
子
も
な
お
「
郷
愿
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
、
仏
を
学
ば
ず
、
儒
を
知
ら
ず
、
と
い
う
の
だ
。
龍
渓
の
言
に
、「
学

問
は
す
べ
か
ら
く
自
得
を
求
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
も
ま
た
そ

れ
を
し
て
く
れ
な
い
、
地
も
ま
た
そ
れ
を
し
て
く
れ
な
い
、
聖
人
も
ま
た
そ
れ

を
し
て
く
れ
な
い
」（『
王
畿
集
』
巻
七
「
龍
南
山
居
会
語
」）
と
あ
る
。
伯
修

の
こ
の
考
え
は
、
ま
さ
に
真
に
龍
渓
の
神
髄
に
達
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。

と
論
じ
、
袁
宗
道
が
そ
の
郷
愿
論
の
理
解
を
通
し
て
、
王
畿
の
自
力
主
義
の
神
髄
に

通
暁
し
た
と
激
賞
し
て
い
る
。

銭
穆
の
み
る
と
こ
ろ
、
袁
宗
道
が
王
畿
の
ほ
か
に
深
く
推
賞
し
て
い
た
の
は
李
贄

で
あ
る
。
か
の
郷
愿
と
は
対
蹠
的
な
、
李
贄
の
学
道
者
と
し
て
の
徹
底
ぶ
り
を
目
の
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当
た
り
に
し
た
こ
と
で
、
袁
宗
道
の
儒
学
理
解
が
一
層
深
ま
っ
た
と
い
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
李
贄
と
袁
宗
道
を
始
め
と
す
る
公
安
三
袁
と
の
交
渉
に
関
し
て
は
、
か
ね

〔
⑬
〕

て
か
ら
多
く
の
研
究
遺
産
が
あ
る
た
め
か
、
李
贄
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
筆
を
節
し

た
と
思
し
い
。

以
上
、
銭
穆
の
袁
宗
道
観
を
ま
と
め
る
と
、
袁
宗
道
の
「
学
」
の
立
場
は
良
知
現

成
派
の
王
畿
の
思
想
を
継
承
し
、
そ
の
「
学
」
の
方
法
は
「
借
禅
詮
儒
」
を
柱
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

四
銭
穆
が
次
に
取
り
上
げ
る
の
は
三
弟
の
袁
中
道
（
あ
ざ
な
小
修
。
一
五
七
〇
〜
一

六
二
三
）
で
あ
る
。

袁
中
道
、
字
小
修
、
乃
伯
修
幼
弟
。
万
暦
三
十
一
年
挙
於
郷
、
又
十
四
年
成
進

士
。伯
修
不
寿
、小
修
則
一
承
其
兄
之
学
而
言
之
益
明
豁
。其
次
兄
中
郎
称
之
、

曰
、「
弟
喜
読
老
子
・
荘
周
・
列
禦
寇
諸
家
言
、
旁
及
西
方
之
書
、
教
外
之
語
、

欲
与
一
世
豪
傑
為
友
。
其
視
妻
子
之
相
聚
、
如
鹿
豕
之
与
群
而
不
相
属
也
。」（
中

郎
集
・
敍
小
修
詩
）是
小
修
之
為
学
、
亦
能
三
教
同
源
、
而
不
為
郷
愿
之
帰
者
。

有
珂
雪
斎
前
集
二
十
四
巻
与
近
集
十
巻
、
今
略
綴
其
語
如
次
。

袁
中
道
、
字
は
小
修
。
す
な
わ
ち
伯
修
の
幼
弟
で
あ
る
。
万
暦
三
十
一
年
郷
試

に
合
格
し
、
さ
ら
に
十
四
年
経
っ
て
進
士
と
な
っ
た
。
伯
修
は
寿
命
に
恵
ま
れ

な
か
っ
た
が
、
小
修
は
ひ
と
た
び
そ
の
兄
の
学
を
継
承
す
る
や
、
ま
す
ま
す
明

快
豁
達
に
そ
の
学
問
の
在
り
方
を
語
っ
た
。
次
兄
・
中
郎
は
か
れ
を
称
え
て
こ

う
言
っ
た
、「
弟
は
好
ん
で
老
子
・
荘
周
・
列
禦
寇
な
ど
諸
家
の
言
を
読
み
、

そ
の
か
た
わ
ら
仏
典
や
禅
語
録
に
も
及
ん
だ
。
一
世
の
豪
傑
と
友
と
な
る
こ
と

を
求
め
た
。
自
ら
の
妻
子
が
つ
ど
う
の
を
、
ま
る
で
鹿
や
豕
が
群
れ
集
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
み
な
し
て
一
緒
に
い
よ
う
と
し
な
か
っ
た
」
と
。（『
袁
宏
道
集
箋

校
』
巻
四
「
敍
小
修
詩
」
一
八
七
頁
）。
こ
こ
か
ら
、
小
修
の
学
の
在
り
方
も

ま
た
儒
仏
道
三
教
を
等
し
く
来
源
と
す
る
も
の
で
、（
そ
の
妻
子
に
対
す
る
接

し
方
か
ら
）
郷
愿
の
よ
う
な
世
渡
り
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
珂
雪

斎
前
集
』
二
十
四
巻
と
『
近
集
』
十
巻
が
あ
る
。

銭
穆
の
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
で
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
公
安
三
袁
を
著
述
す
る
際

に
、
長
兄
の
袁
宗
道
の
次
に
三
弟
の
袁
中
道
の
論
を
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
研

究
史
を
ひ
も
と
く
と
、
公
安
三
袁
の
文
学
や
思
想
を
論
ず
る
際
に
は
、
ま
ず
先
蹤
と

し
て
袁
宗
道
を
取
り
上
げ
、
次
に
袁
宏
道
で
そ
の
展
開
を
論
じ
、
最
後
に
そ
の
到
達

点
と
な
る
袁
中
道
の
言
説
を
検
討
し
て
公
安
三
袁
の
文
学
や
思
想
の
変
遷
を
俯
瞰
す

る
と
い
う
構
成
が
ま
ず
一
般
的
で
あ
る
。し
か
し
、銭
穆
は
そ
う
し
た
時
系
列
に
沿
っ

て
論
じ
る
形
を
あ
え
て
と
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
が
、
筆
者
の
み
る

と
こ
ろ
、
こ
の
独
特
の
組
み
立
て
に
銭
穆
の
ね
ら
い
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。「

今
略
綴
其
語
如
次
（
い
ま
ほ
ぼ
そ
の
言
葉
を
つ
づ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
）」

と
銭
穆
が
最
初
に
俎
上
に
挙
げ
て
い
る
の
は
、
袁
中
道
が
長
兄
袁
宗
道
の
こ
と
を
述

べ
た
次
の
文
章
で
あ
る
。

至
宝
原
在
家
内
、
何
必
向
外
尋
求
。
吾
試
以
禅
詮
儒
、
便
知
両
家
合
一
之
旨
。

（『
珂
雪
斎
集
』
巻
十
七
「
石
浦
先
生
伝
」
七
〇
九
頁
）

「
吾
（
袁
宗
道
）
試
み
に
禅
を
以
て
儒
を
詮
し
、
便
ち
両
家
合
一
の
旨
を
知
る
」

と
い
う
こ
の
記
述
を
受
け
て
、
銭
穆
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

是
伯
修
以
禅
詮
儒
、
而
小
修
主
由
儒
参
禅
。
兄
弟
間
似
有
小
異
、
然
其
一
宗
陽

明
則
同
。

伯
修
は
禅
仏
教
に
よ
っ
て
儒
学
を
詮
し
た
の
に
対
し
、
小
修
は
主
に
儒
学
か
ら

禅
仏
教
に
参
入
し
て
い
る
。
兄
弟
の
間
に
小
異
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
し

か
し
陽
明
を
宗
師
と
し
て
い
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。
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こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
袁
宗
道
の
「
以
禅
詮
儒
」
に
対
し
、
袁
宗
道
は
「
由

〔
⑭
〕

儒
参
禅
」
と
、
両
者
の
力
点
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
小
異
」
が
あ

り
つ
つ
も
、
両
者
が
王
守
仁
を
宗
師
と
し
た
の
は
同
様
で
あ
る
と
銭
穆
は
述
べ
る

が
、
袁
中
道
の
発
言
に
対
す
る
銭
穆
の
コ
メ
ン
ト
を
み
て
ゆ
く
と
、
そ
の
「
小
異
」

を
次
第
に
浮
き
彫
り
に
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
の
に
気
づ
く
。

是
小
修
亦
猶
伯
修
、
其
特
提
陽
明
、
乃
欲
以
糾
一
時
之
禅
風
也
。

小
修
も
ま
た
ち
ょ
う
ど
伯
修
の
立
場
と
同
じ
よ
う
に
み
え
る
が
、
小
修
は
特
に

陽
明
を
取
り
上
げ
、
そ
の
こ
と
で
当
時
の
禅
風
を
糾
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

袁
宗
道
が
良
知
現
成
派
の
王
畿
の
立
場
に
与
す
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
。
も
ち
ろ

ん
三
弟
袁
中
道
も
ま
た
、「
小
修
亦
由
陽
明
而
提
及
龍
渓
」（
小
修
も
ま
た
陽
明
か
ら

龍
渓
に
説
き
及
ぶ
）
こ
と
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
王
守
仁
か
ら
王
畿
に

継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
数
伝
を
経
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
王
学
左
派
は
、
王
守
仁
が
打

ち
出
し
た
心
の
制
御
の
在
り
方
を
次
第
に
超
脱
す
る
方
向
へ
と
向
か
っ
て
ゆ
く
。
こ

れ
を
銭
穆
は
「
禅
風
」
と
呼
び
、
袁
中
道
が
「
禅
風
」
か
ら
王
守
仁
本
来
の
学
風
に

帰
る
こ
と
を
主
張
し
た
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
銭
穆
は
さ
ら
に

次
の
よ
う
に
い
う
。

是
謂
陽
明
良
知
学
之
向
上
一
路
在
龍
渓
、
亦
承
其
兄
伯
修
。
然
謂
陽
明
自
不
欲

顕
明
此
一
路
、
則
似
較
伯
修
語
有
別
。

陽
明
の
良
知
学
が
龍
渓
に
よ
っ
て
向
上
の
一
路
を
と
っ
た
と
い
う
の
は
、
ま
た

そ
の
兄
・
伯
修
の
立
場
を
受
け
継
ぐ
も
の
だ
。
し
か
し
、
陽
明
は
自
ら
こ
の
一

路
を
は
っ
き
り
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と（
袁
中
道
が
）い
う
の
は
、

伯
修
の
言
葉
に
比
べ
る
と
別
の
見
解
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

〔
⑮
〕

こ
こ
で
銭
穆
が
「
一
路
」
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
無
善
無
悪
」
説
を
指
す
。

「
無
善
無
悪
」
説
と
は
、
ま
た
天
泉
橋
問
答
（
四
句
説
問
答
）
と
も
称
さ
れ
る
も
の

で
、
王
守
仁
晩
年
の
語
録『
伝
習
録
』巻
下
、
百
十
五
条
に
み
え
る
。
王
守
仁
の「
無

善
無
悪
（
善
も
無
く
悪
も
無
い
こ
と
）
が
心
の
本
体
、
有
善
有
悪
（
善
が
有
り
悪
も

有
る
こ
と
）
が
意
の
動
、
知
善
知
悪
（
善
を
知
り
悪
を
知
る
こ
と
）
が
良
知
、
為
善

去
悪
（
善
を
為
し
悪
を
去
る
こ
と
）
が
格
物
」（
四
句
教
）
に
対
し
、
王
畿
は
「
も

し
心
の
本
体
が
無
善
無
悪
な
の
で
あ
れ
ば
、
意
も
同
じ
く
無
善
無
悪
の
意
で
あ
り
、

知
も
ま
た
無
善
無
悪
の
知
で
あ
り
、
物
も
ま
た
同
じ
く
無
善
無
悪
の
物
と
い
う
こ
と

に
な
る
」
と
述
べ
、
心
・
意
・
知
・
物
の
す
べ
て
の
側
面
に
お
い
て
「
四
無
」
と
表

し
、
良
知
が
現
在
に
円
満
成
就
し
て
い
る
こ
と
（
良
知
現
成
）
を
確
信
し
、
外
な
る

も
の
、
非
本
質
的
な
も
の
か
ら
徹
底
し
て
自
由
に
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

一
方
、
こ
の
王
畿
の
主
張
に
対
し
て
同
じ
く
王
守
仁
の
高
弟
で
あ
る
銭
徳
洪
（
号
は

緒
山
）
は
、
人
間
の
心
が
本
来
完
全
で
あ
る
こ
と
は
是
認
す
る
も
の
の
、
人
は
そ
の

現
実
態
（
意
・
知
・
物
）
の
場
に
お
い
て
そ
の
本
来
の
道
徳
能
力
の
発
揮
が
そ
れ
ぞ

れ
の「
習
心
」に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
と
し
て
、

「
良
知
」
を
涵
養
す
る
努
力
に
よ
っ
て
「
習
心
」
を
昇
華
し
て
ゆ
く
こ
と
、「
功
夫
」

（
工
夫
）
の
重
要
性
を
も
説
い
た
。
こ
の
王
畿
と
銭
徳
洪
の
や
り
と
り
を
受
け
、
王

守
仁
自
身
は
、
学
ぶ
も
の
の
素
質
に
応
じ
て
両
者
は
可
で
あ
る
と
し
て
調
停
を
図
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。王
守
仁
没
後
、王
畿
の
緻
密
か
つ
旺
盛
な
言
論
活
動
に
よ
っ
て
、

「
無
善
無
悪
」
説
は
先
鋭
化
し
て
ゆ
く
。

こ
の
「
無
善
無
悪
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
袁
宗
道
は
、
王
畿
に
与
す
る
立

場
か
ら
、「
無
善
無
悪
」
説
（
四
無
説
）
を
全
面
的
に
是
認
す
る
の
に
対
し
、
袁
中

道
は
、
王
守
仁
自
身
が
王
畿
・
銭
徳
洪
の
両
者
を
「
可
」
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
を

テ
コ
と
し
て
、「
無
善
無
悪
」
説
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
な
い
。
こ
の
見
解
に
立
つ

袁
中
道
の
発
言
を
、
銭
穆
は
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。

陽
明
雖
指
「
四
無
」
為
向
上
一
脈
、
而
亦
未
嘗
絶
「
四
有
」
之
説
、
是
何
等
穏

密
。
近
日
論
学
者
、
専
説
本
体
、
未
免
逗
漏
、
大
非
陽
明
本
旨
。（『
珂
雪
斎
集
』

巻
二
十
一
「
書
学
人
冊
」
八
九
一
頁
）
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又
曰
、
自
本
朝
大
儒
、
啓
人
以
良
知
之
説
、
後
来
数
伝
、
偏
重
了
悟
、
将
為
善

去
悪
之
旨
、
撥
斥
太
過
。（『
珂
雪
斎
集
』
巻
二
十
三
「
心
律
」
九
六
五
頁
）

又
曰
、
宋
儒
多
言
工
夫
、
陽
明
而
後
、
多
直
指
本
体
。
然
必
先
見
本
体
而
後
有

保
任
工
夫
。
所
謂
「
頓
悟
漸
修
」
四
字
、
千
古
真
脈
絡
也
。（『
珂
雪
斎
集
』
巻

二
十
四
「
示
学
人
」
一
〇
五
四
頁
）

〔
⑯
〕

こ
れ
ら
を
含
め
て
銭
穆
は
五
例
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
共
通
す
る
の

は
、
王
畿
の
提
唱
す
る
「
無
善
無
悪
」
説
の
流
行
に
よ
っ
て
王
守
仁
の
四
句
教
理
解

の
バ
ラ
ン
ス
が
「
本
体
」
の
「
了
悟
」
の
方
向
に
崩
れ
、
そ
の
こ
と
で
「
為
善
去
悪
」

と
い
う
絶
え
間
な
い
「
工
夫
」
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
批
判

で
あ
り
、
そ
れ
は
王
守
仁
が
本
来
説
い
た
心
の
制
御
の
在
り
方
か
ら
逸
脱
し
て
い
る

と
い
う
異
議
申
し
立
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
銭
穆
は
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

凡
此
、
重
知
亦
兼
重
行
、
言
本
体
亦
兼
言
工
夫
、
実
与
其
兄
伯
修
所
言
有
別
。

或
両
人
性
気
自
有
異
、
或
当
時
風
気
毎
下
益
況
、
故
感
触
有
不
同
。
今
勿
可
深

論
。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
知
を
重
ん
じ
つ
つ
ま
た
兼
ね
て
行
を
重
ん
じ
、
本
体

を
言
い
つ
つ
ま
た
兼
ね
て
工
夫
に
つ
い
て
言
う
の
は
、
実
に
そ
の
兄
・
伯
修
の

発
言
と
は
っ
き
り
と
し
た
区
別
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
あ
る
い
は
両
人
の
気
性

に
お
い
て
、
も
と
よ
り
異
同
が
あ
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
時
代
が
下
る
に
し

た
が
っ
て
当
時
の
風
気
が
ま
す
ま
す
変
転
し
て
い
っ
た
た
め
に
、
お
た
が
い
の

感
触
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
生
じ
た
の
か
。
今
は
深
く
は
論
じ
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
銭
穆
は
袁
宗
道
の
学
の
在
り
方
と
袁
中
道
の
学
の
在
り
方
と
を
対
比

し
、
袁
中
道
が
「
知
」
と
「
行
」
と
、
そ
し
て
「
本
体
」
と
「
工
夫
」
と
の
相
即
を

強
調
し
て
い
た
こ
と
を
際
立
た
せ
る
。
し
か
し
、
銭
穆
は
こ
の
袁
宗
道
と
袁
中
道
と

の
相
違
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
「
性
気
」
や
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
状
況
の
「
風

気
」
を
そ
の
理
由
と
し
て
示
唆
す
る
も
の
の
、
敢
え
て
武
断
す
る
こ
と
を
避
け
て
い

る
。そ

こ
で
、
こ
の
相
違
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
考
え
た
い
。
銭
穆
が
示

唆
し
た
「
性
気
」
の
異
同
と
い
う
点
を
め
ぐ
り
、
袁
中
道
は
仲
兄
袁
宏
道
の
「
英
特
」

〔
⑰
〕

に
対
し
袁
宗
道
は
「
穏
実
」
と
評
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
一
方
で
、
袁
中
道

〔
⑱
〕

に
つ
い
て
仲
兄
袁
宏
道
は
「
自
在
」
と
い
う
評
語
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
「
穏
実
」

〔
⑲
〕

と
「
自
在
」
と
い
う
点
で
両
者
の
「
性
気
」
は
鮮
や
か
な
対
照
を
見
せ
る
。
た
だ
し
、

「
穏
実
」
な
袁
宗
道
が
王
畿
の
良
知
現
成
論
に
邁
進
し
、「
自
在
」
な
袁
中
道
が
良

知
現
成
論
の
昂
ぶ
り
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
と
い
う
の
は
、
興
味
深
い
好
対
照

だ
が
、
こ
の
こ
と
は
一
見
す
る
と
逆
転
し
た
現
象
の
よ
う
に
も
み
え
る
。

こ
れ
を
解
く
鍵
は
、
銭
穆
が
示
唆
し
た
、
両
者
が
生
き
た
時
代
の
「
風
気
」
の
変

転
と
、
そ
れ
に
対
す
る
両
者
の
構
え
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
袁
宗
道
は
、
王
畿
が
提
唱

し
た
良
知
現
成
論
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
そ
の
真
っ
た
だ
中
で
思
想
形
成
し
た
。

人
間
の
主
体
的
な
自
由
を
熱
っ
ぽ
く
語
る
王
畿
に
、「
穏
実
」
な
袁
宗
道
も
ぐ
ん
ぐ

ん
の
め
り
込
ん
で
ゆ
く
。
一
方
、
長
兄
袁
宗
道
と
十
歳
違
い
の
袁
中
道
は
、
そ
の
良

知
現
成
論
の
熱
狂
的
な
流
行
が
生
ん
だ
光
と
影
の
う
ち
、
そ
の
影
の
部
分
が
よ
う
や

く
あ
ら
わ
に
な
っ
て
き
た
時
代
に
生
き
た
。
長
兄
袁
宗
道
や
、
仲
兄
袁
宏
道
が
、
真

摯
に
良
知
現
成
論
に
向
か
い
合
う
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
袁
中
道
に
と
っ

て
、
良
知
現
成
論
の
片
言
隻
語
を
な
ぞ
り
、
軽
躁
な
空
さ
わ
ぎ
に
狂
奔
し
て
や
り
た

い
放
題
の
「
風
気
」
は
、
烈
し
い
怒
り
を
覚
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
既
成
観
念

に
と
ら
わ
れ
な
い
「
自
在
」
な
袁
中
道
な
れ
ば
こ
そ
、
良
知
現
成
論
の
末
流
に
は
厳

し
い
批
判
を
向
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
袁
宗
道
と
袁
中
道
と
の
構
え
を
め
ぐ
る
構
図
は
、「
無
善
無
悪
」
説
に
よ
っ

て
良
知
の
主
体
的
な
自
由
を
は
か
る
王
畿
と
、
良
知
の
培
養
と
学
問
工
夫
の
相
即
と

に
よ
っ
て
規
律
の
立
て
直
し
を
求
め
よ
う
と
す
る
羅
洪
先
と
の
対
立
構
造
と
、
ま
さ

に
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
で
あ
る
。
銭
穆
が
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
を
執
筆
す
る
動
機
と
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な
っ
た
王
畿
と
羅
洪
先
と
の
異
同
が
、
こ
の
公
安
三
袁
の
長
兄
袁
宗
道
と
三
弟
袁
中

道
と
の
間
で
パ
ラ
レ
ル
な
形
で
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
銭
穆

が「
記
公
安
三
袁
論
学
」で
長
兄
袁
宗
道
の
次
に
三
弟
袁
中
道
を
論
じ
る
構
成
を
と
っ

た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
際
立
た
せ
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
王
畿
と
羅
洪
先
と
の
論
争
が
、
数
十
年
を
経
て
袁
宗
道
と
袁
中
道
の

間
で
そ
の
ま
ま
再
燃
し
た
と
い
う
ほ
ど
、
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
袁
中
道
は
長
兄

袁
宗
道
に
深
い
敬
慕
を
抱
き
つ
づ
け
、
袁
宗
道
の
学
に
対
し
て
は
そ
の
没
後
も
正
面

か
ら
論
難
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
袁
中
道
自
身
も
羅
洪
先
の
学
派
に
属
し
た
の

で
は
な
く
し
て
、
銭
穆
も
「
小
修
極
尊
龍
渓
、
又
尊
近
渓
、
亦
尊
李
卓
吾
」（
小
修

は
極
め
て
龍
渓
を
尊
重
し
、
さ
ら
に
近
渓
や
李
卓
吾
を
も
尊
重
し
た
）
と
指
摘
す
る

よ
う
に
、
王
畿
や
羅
汝
芳
、
そ
し
て
李
贄
と
い
っ
た
良
知
現
成
派
の
流
れ
を
汲
む
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
銭
穆
は
、
袁
宗
道
と
袁
中
道
と
の
構
え
の
異
同
に
つ
い
て
、

「
今
勿
可
深
論
」
と
一
刀
両
断
に
論
じ
る
こ
と
を
控
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
周
到

か
つ
篤
実
な
「
国
学
大
師
」
銭
穆
の
見
識
が
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
銭
穆

の
意
図
を
忖
度
す
る
と
、
袁
宗
道
と
袁
中
道
と
を
め
ぐ
る
構
図
の
向
こ
う
側
に
、
王

畿
と
羅
洪
先
と
の
対
立
構
造
が
か
れ
の
脳
裏
に
揺
曳
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。
こ
こ
に
、
王
畿
と
羅
洪
先
と
の
異
同
の
問
題
か
ら
胚
胎
し
た
こ
の
「
記
公

安
三
袁
論
学
」
の
眼
目
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

銭
穆
は
こ
の
問
題
に
つ
づ
け
て
、

東
越
良
知
之
学
、
大
行
於
江
西
、
而
廬
陵
尤
得
其
精
華
。（『
珂
雪
斎
集
』
巻
九

「
枝
江
大
令
趙
鳳
白
初
度
序
」
四
四
二
頁
）

又
曰
、
塘
南
先
生
之
儒
能
該
禅
而
不
事
禅
、
有
合
陽
明
先
生
不
肯
逗
漏
之
旨
。

（
同
）

又
曰
、
陽
明
之
学
、
惟
塘
南
先
生
悟
円
而
行
方
、
実
為
嫡
系
。（『
珂
雪
斎
集
』

巻
十
「

水
素
言
序
」
四
七
八
頁
）

〔
⑳
〕

と
、
袁
中
道
が
王
時
槐（
明
代
の
陽
明
学
者
、
一
五
二
二
〜
一
六
〇
五
、
号
は
塘
南
）

を
「
極
尊
」
し
て
い
た
こ
と
を
例
示
し
、

言
悟
必
及
行
、
此
小
修
之
終
所
以
異
於
伯
修
也
。

悟
を
言
え
ば
必
ず
行
に
及
ぶ
、
こ
れ
こ
そ
小
修
が
つ
い
に
伯
修
と
異
な
っ
た
理

由
で
あ
る
。

と
述
べ
、
ま
た
、

江
右
王
門
、
猶
多
主
修
、
故
為
小
修
所
重
。

江
右
の
王
門
は
、
や
は
り
修
養
を
強
調
す
る
も
の
が
多
い
。
だ
か
ら
小
修
に
重

視
さ
れ
た
。

と
、
袁
中
道
が
、
羅
洪
先
や
王
時
槐
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
王
学
右
派
の
人
士
の
学
問

に
目
配
り
を
か
か
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
の
こ
と
も
、
袁
宗
道
と
袁
中

道
と
を
め
ぐ
る
構
図
を
、
王
畿
と
羅
洪
先
と
の
対
立
構
造
と
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
だ
と

銭
穆
が
見
な
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
い
え
よ
う
。

そ
の
上
で
銭
穆
は
、

然
小
修
之
言
悟
与
修
、
実
亦
一
本
於
禅
。

し
か
し
小
修
が
悟
と
修
と
を
発
言
す
る
の
は
、
実
に
ま
た
一
に
禅
に
も
と
づ

く
。

と
、
袁
中
道
の
悟
道
と
修
養
と
が
禅
仏
教
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
袁

中
道
と
禅
仏
教
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
。
袁
中
道
の
禅
仏
教
観
と
し
て
、
銭
穆
は「
匯

道
帰
釈
」（
道
教
を
取
り
込
ん
で
仏
教
に
帰
一
さ
せ
る
）「
匯
儒
帰
釈
」（
儒
学
を
取

り
込
ん
で
仏
教
に
帰
一
さ
せ
る
）
と
い
う
こ
と
を
抽
出
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

論
性
者
、必
以
夫
子
之
言
合
仏
氏
之
言
、而
後
其
具
説
始
明
。吾
求
其
明
而
已
。

即
天
下
万
世
我
罪
、
亦
不
惜
也
。（『
珂
雪
斎
集
』
巻
二
十
四
「
示
学
人
」
一
〇

五
五
頁
）

又
曰
、
食
色
、
習
也
。
非
性
也
。
非
一
生
之
習
也
。
多
生
之
習
也
。
若
属
於
性
、
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性
即
成
悪
。
若
一
生
習
、
誰
其
教
之
。
故
曰
多
生
之
習
也
。（
同
、
一
〇
五
七

頁
）

と
い
う
袁
中
道
の
発
言
を
取
り
上
げ
て
、

此
其
匯
儒
帰
禅
尤
可
知
。
言
「
多
生
之
習
」、
即
猶
仏
氏
之
所
謂
「
業
」。
小
修

以
「
業
」
詮
習
、
較
之
伯
修
以
「
空
」
詮
誠
、
尤
為
深
摯
矣
。

こ
れ
は
袁
中
道
が
儒
学
を
取
り
込
ん
で
仏
教
に
帰
一
さ
せ
る
こ
と
が
も
っ
と
も

よ
く
わ
か
る
例
だ
。「
多
生
の
習
」
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
ま
ま
、
仏

氏
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
業
」
で
あ
る
。
小
修
は
「
業
」
に
よ
っ
て
「
習
」
を
説

き
明
か
し
た
。
こ
れ
を
伯
修
が
「
空
」
に
よ
っ
て
〈
誠
〉
を
説
き
明
か
し
た
の

に
比
べ
る
と
、
ま
こ
と
に
真
摯
な
態
度
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
、
仏
教
語
の
「
業
」
に
よ
っ
て
、
仏
教
語
の
「
習
」（
習
気
。
習
性
と
な
っ
て
い

る
煩
悩
）
を
説
き
明
か
そ
う
と
す
る
袁
中
道
を
、
先
述
の
よ
う
に
「
借
禅
詮
儒
」
を

旨
と
す
る
袁
宗
道
に
比
較
し
、
よ
り
真
摯
な
仏
教
理
解
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
。
こ
れ

を
受
け
て
銭
穆
は
、

自
到
山
中
、
閲
蔵
習
静
、
看
山
聴
泉
、
不
覚
為
楽
亦
至
於
斯
。（『
珂
雪
斎
集
』

巻
二
十
四
「
寄
祈
年
」
一
〇
一
七
頁
）

又
曰
、
近
日
正
在
古
仏
堂
中
、
随
衆
僧
粥
飯
念
仏
。（『
珂
雪
斎
集
』
巻
二
十
三

「
与
長
孺
」
一
〇
〇
七
頁
）

又
曰
、
惟
在
宝
方
粥
飯
堂
中
作
念
仏
因
縁
。（『
珂
雪
斎
集
』
巻
二
十
三
「
寄
雲

浦
」
一
〇
〇
七
頁
）

又
曰
、
予
幸
而
厭
棄
世
羶
、
少
年
豪
習
、
掃
除
将
尽
。
伊
蒲
可
以
送
日
、
晏
坐

可
以
忘
年
。
以
法
喜
為
資
糧
、
以
禅
悦
為
妓
侍
。
然
後
澹
然
自
適
之
趣
、
与
無

情
有
致
之
山
水
、
両
相
得
而
不
厭
。（『
珂
雪
斎
集
』
巻
十
二
「
西
山
十
記
之
十
」

五
四
二
頁
）

又
曰
、
近
日
看
師
比
論
、
方
懲
慈
氏
之
苦
心
、
一
字
一
滴
血
。
論
中
警
策
綿
密
、

未
有
過
之
者
。
若
非
在
山
中
、
安
得
遇
此
秘
密
法
蔵
。（『
珂
雪
斎
集
』
巻
二
十

四
「
寄
宝
方
」
一
〇
一
三
頁
）

と
、
袁
中
道
の
た
ゆ
み
な
い
日
常
的
な
仏
教
修
行
の
様
子
を
挙
例
し
て
、「
凡
此
皆

可
証
小
修
之
所
修
」（
お
よ
そ
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
小
修
の
修
養
の
在
り
方
を
証
明

す
る
も
の
で
あ
る
）
と
論
じ
る
。
こ
う
し
た
袁
中
道
の
姿
を
点
綴
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
借
禅
詮
儒
」
の
立
場
か
ら
「
無
善
無
悪
」
説
を
展
開
す
る
こ
と
に
終
始
し
た

袁
宗
道
に
対
し
、「
無
善
無
悪
」
説
を
日
常
的
な
「
為
善
去
悪
」
に
よ
っ
て
、
よ
り

〔
�
〕

高
次
に
磨
き
上
げ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
袁
中
道
の
「
頓
悟
漸
修
」
の
様
態
を
銭
穆
は
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
袁
中
道
像
を
描
き
上
げ
た
後
、
銭
穆
は
、

於
時
、
塵
境
乍
離
、
心
情
甚
適
。
山
水
之
奇
已
相
発
揮
、
朋
友
之
縁
亦
既
湊
和
、

游
覧
多
暇
、
一
以
文
字
為
仏
事
。（『
珂
雪
斎
集
』
巻
九
「
解
脱
集
序
」
四
五
一

頁
）

時
に
於
い
て
、
塵
境
乍
ち
離
れ
、
心
情
甚
だ
適
な
り
。
山
水
の
奇
は
已
に
相
ひ

発
揮
し
、
朋
友
の
縁
も
亦
た
既
に
湊
和
し
、
游
覧
暇
多
き
も
、
一
に
文
字
を
以

て
仏
事
と
為
す
。

と
い
う
仲
兄
袁
宏
道
の
詩
文
集
に
よ
せ
た
袁
中
道
の
序
文
を
手
が
か
り
に
、

曰
山
水
、
曰
朋
友
、
曰
文
字
、
其
実
則
皆
仏
事
。
故
又
曰
、
禅
与
詩
、
一
理
也
。

（『
珂
雪
斎
集
』
巻
十
「
送
虚
白
請
経
序
」
四
九
一
頁
）

山
水
と
い
い
、朋
友
と
い
い
、文
字
と
い
い
、そ
の
実
は
す
べ
て
仏
事
で
あ
る
。

故
に
さ
ら
に
い
う
、「
禅
と
詩
と
は
、
一
理
で
あ
る
」
と
。

と
述
べ
、
仲
兄
袁
宏
道
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
袁
中
道
が
達
し
た
境
地
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
禅
」
と
「
詩
」
と
を
一
理
の
も
の
と
み
る

袁
中
道
の
言
葉
に
つ
づ
け
て
、
銭
穆
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
袁
中
道
を
め
ぐ
る
議
論

を
終
え
る
。
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人
生
得
此
、亦
洵
是
一
大
楽
事
。惜
乎
明
祚
已
不
終
日
、則
小
修
之
所
悟
所
修
、

豈
不
亦
随
蒼
生
以
倶
空
乎
。

人
生
こ
の
境
地
を
得
た
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に
こ
れ
は
一
大
楽
事
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。た
だ
し
、惜
し
い
こ
と
に
明
朝
の
繁
栄
は
す
で
に
黄
昏
を
迎
え
て
い
た
。

と
す
れ
ば
、
小
修
が
悟
り
修
め
た
こ
と
も
、
や
が
て
世
界
の
崩
壊
と
と
も
に
空

に
帰
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

公
安
三
袁
の
中
で
最
も
長
命
に
恵
ま
れ
た
袁
中
道
が
没
し
た
の
は
、
明
朝
の
滅
亡

が
あ
と
二
十
年
あ
ま
り
に
迫
っ
た
一
六
二
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
享
年
五
十
四
。
銭

穆
は
こ
う
結
ん
で
い
る
。

不
知
慈
氏
苦
心
、
又
将
何
以
救
之
。

慈
氏
の
苦
心
を
知
ら
ず
ん
ば
、
又
将
た
何
を
以
て
之
を
救
は
ん
や
。

袁
中
道
の
真
摯
な
「
頓
悟
漸
修
」
の
「
学
」
も
ま
た
明
朝
の
衰
亡
の
波
に
押
し
流

さ
れ
、
明
清
鼎
革
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
に
埋
も
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま

賛
同
者
を
も
つ
こ
と
も
な
く
、
先
述
し
た
民
国
の
文
学
革
命
に
よ
っ
て
「
発
見
」
さ

れ
る
ま
で
、
公
安
三
袁
の
名
は
埋
没
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
か
れ

ら
の
「
学
」
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
の
に
は
、
さ
ら
な
る
時
間
を
必
要
と
し
た
の

で
あ
る
。

五
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
で
銭
穆
が
最
後
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
仲
兄
袁
宏
道
で
あ

る
。

袁
宏
道
字
中
郎
、
万
暦
二
十
年
進
士
。
三
袁
中
名
最
著
、
入
明
史
文
苑
伝
、
而

以
兄
伯
修
、
弟
小
修
附
之
。
有
中
郎
集
四
十
巻
、
由
竟
陵
鍾
伯
敬
増
訂
。

袁
宏
道
、
字
は
中
郎
、
万
暦
二
十
年
の
進
士
で
あ
る
。
三
袁
の
中
で
最
も
著
名

な
人
物
で
、『
明
史
』「
文
苑
伝
」
に
み
え
、
兄
の
伯
修
、
弟
の
小
修
は
そ
こ
に

附
伝
さ
れ
て
い
る
。『
中
郎
集
』
四
十
巻
が
あ
り
、
竟
陵
の
鍾
伯
敬
に
よ
っ
て

増
訂
さ
れ
た
。

銭
穆
は
こ
う
説
き
起
こ
し
た
上
で
、
仲
兄
袁
宏
道
は
、「
其
言
亦
最
放
」（
そ
の
発

言
も
ま
た
最
も
奔
放
で
あ
っ
た
）
と
し
て
、
次
の
ご
と
く
、
袁
宏
道
の
自
信
に
満
ち

た
発
言
の
数
々
を
紹
介
す
る
。

未
弱
冠
、
則
留
意
禅
宗
。（『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
五
「
曹
魯
川
」
二
五
三
頁
）

又
曰
、
学
道
不
学
禅
、
談
星
不
談
義
、
愛
曲
不
変
音
、
読
書
不
読
字
。（『
袁
宏

道
集
箋
校
』
巻
九
「
別
石
簣

其
五
」
四
〇
三
頁
）

又
曰
、
当
代
可
掩
前
古
者
、
惟
陽
明
一
派
良
知
学
問
而
已
。（『
袁
宏
道
集
箋
校
』

巻
二
十
一
「
答
梅
客
生
」
七
三
一
頁
）

袁
宏
道
が
禅
仏
教
と
「
陽
明
一
派
良
知
学
問
」
と
に
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
示

し
た
上
で
、
銭
穆
は
、

豈
不
以
陽
明
近
禅
、
故
特
加
称
許
乎
。

ど
う
し
て
陽
明
が
禅
に
近
い
こ
と
を
言
わ
ず
に
、
と
り
わ
け
て
称
賛
す
る
の

か
。

と
「
借
禅
詮
儒
」
の
袁
宗
道
や
「
由
儒
参
禅
」
の
袁
中
道
と
ス
タ
ン
ス
が
異
な
る
こ

と
に
注
意
を
う
な
が
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
陽
明
以
下
、
則
推
尊
龍
渓
・
近
渓
」（
陽

明
以
下
の
人
物
と
し
て
は
、
龍
渓
・
近
渓
を
推
賞
し
て
い
る
）
と
良
知
現
成
派
の
系

譜
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

王
龍
渓
書
多
説
血
脈
、
羅
近
渓
書
多
説
光
景
。
但
初
学
者
不
可
但
認
光
景
、
当

尋
血
脈
。（『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
四
十
四
「
徳
山
塵
譚
」
一
二
九
〇
頁
）

又
曰
、
始
則
陽
明
以
儒
而
濫
禅
、
既
則
豁
渠
諸
人
、
以
禅
而
濫
儒
。
禅
者
見
諸

儒
汨
没
世
情
之
中
、
以
為
不
礙
、
而
禅
遂
為
撥
因
果
之
禅
。
儒
者
借
禅
家
一
切

円
融
之
見
、以
為
発
前
賢
所
未
発
、而
儒
遂
為
無
忌
憚
之
儒
。不
惟
禅
不
成
禅
、

而
儒
亦
不
成
儒
矣
。（『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
二
十
二
「
答
陶
石
簣
」
七
九
〇
頁
）
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ま
ぼ
ろ
し

―
―
王
龍
渓
の
文
は
ほ
と
ん
ど
血
脈
を
説
い
て
お
り
羅
近
渓
の
文
は
ほ
と
ん
ど
光
景

を
説
い
て
い
る
。
た
だ
初
学
者
は
光
景
を
正
し
い
と
思
わ
な
い
で
、
血
脈
を
き
わ
め

〔
�
〕

な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
発
言
や
、
始
め
陽
明
は
儒
学
に
よ
っ
て
禅
学
を
み
だ

し
、
そ
の
上
で
豁
渠
た
ち
は
禅
学
に
よ
っ
て
儒
学
を
み
だ
し
た
。
た
だ
禅
が
禅
と
し

て
成
立
し
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
儒
も
ま
た
儒
と
し
て
成
立
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
発
言
を
取
り
上
げ
、

観
其
言
、
雖
亦
禅
・
儒
同
譏
。
然
要
之
、
其
尊
禅
貶
儒
之
意
亦
可
見
。

そ
の
発
言
を
み
る
と
、
禅
も
儒
も
と
も
に
非
難
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、

一
言
で
言
う
と
禅
を
尊
ん
で
儒
を
お
と
し
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
み
え
る
。

と
、
袁
宏
道
は
儒
学
と
禅
学
と
を
仕
分
け
た
上
で
、
そ
の
双
方
に
批
判
の
目
を
向
け

つ
つ
も
、
な
お
禅
仏
教
に
左
袒
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
銭
穆
は
説
く
。
こ
れ
ら
袁
宏

道
に
お
け
る
「
陽
明
一
派
良
知
学
問
」
の
在
り
方
や
袁
宏
道
に
お
け
る
禅
学
の
位
置

〔
�
〕

と
い
う
点
に
お
い
て
、
筆
者
は
銭
穆
と
は
見
解
を
異
に
す
る
が
、
銭
穆
の
言
う
と
こ

ろ
を
も
う
少
し
み
よ
う
。

然
中
郎
尊
禅
而
不
逃
俗
、
畢
竟
当
為
何
種
人
、
則
有
待
論
定
也
。

し
か
し
中
郎
は
禅
仏
教
を
尊
ん
だ
が
世
俗
か
ら
逃
避
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
い
か
な
る
人
物
像
を
目
指
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
論
を
待
つ
こ
と
に

し
よ
う
。

銭
穆
は
袁
宏
道
を
在
家
の
禅
者
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
世
に
在
っ
て
袁
宏
道
が
ど

の
よ
う
な
生
き
方
を
目
指
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

其
言
曰
、
世
間
学
道
有
四
種
人
。
有
玩
世
、
有
出
世
、
有
諧
世
、
有
適�

世�

。
独

適
世
一
種
、
其
人
甚
奇
、
亦
甚
可
恨
。
以
為
禅
、
戒
行
不
足
。
以
為
儒
、
口
不

道
堯
舜
周
孔
之
学
、
身
不
行
羞
悪
辞
譲
之
事
。
於
業
不
擅
一
能
、
於
世
不
堪
一

務
。
最
天
下
不
緊
要
人
。
雖
於
世
無
所
違
忤
、
而
賢
人
君
子
斥
之
惟
恐
不
遠
。

弟
最
喜
此
一
種
人
、
以
為
自�

適�

之
極
、
心
竊
慕
之
。
除
此
之
外
、
有
種
浮
泛
不

切
、
依
憑
古
人
之
式
様
、
取
潤
賢
聖
之
餘
沫
、
妄
自
尊
大
、
欺
己
欺
人
。
弟
以

為
此
乃
孔
門
之
優
孟
、
衣
冠
之
盗
賊
、
後
世
有
述
焉
、
吾
弗
為
之
矣
。（『
袁
宏

道
集
箋
校
』
巻
五
「
徐
漢
明
」
二
一
七
頁
）

又
曰
、
打
倒
自
家
身
子
、
安�

心�

与
世
俗
人
一
様
、
非
上
根
宿
学
不
能
。
此
意
自

孔
老
後
、
惟
陽
明
・
近
渓
庶
幾
近
之
。（『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
四
十
四
「
徳
山

塵
譚
」
一
二
九
九
頁
）

又
曰
、
羅
近
渓
曰
、「
聖
人
者
、
常
人
而
肯
安�

心�

者
也
。
常
人
者
、
聖
人
而
不

肯
安
心
者
也
。」
此
語
抉
聖
学
之
髄
。（『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
四
十
三
「
答
陶

周
望
」
一
二
七
七
頁
）

又
曰
、
要
知
仏
之
円�

、
不
在
出
家
与
不
出
家
。
我
之
円�

、
不
在
類
仏
与
不
類
仏
。

人
之
円�

、
不
在
同
我
与
不
同
我
。
通
乎
此
、
可
以
立
地
成
仏
、
語
事
事
無�

礙�

法

界
矣
。（『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
五
「
曹
魯
川
」
二
五
四
頁
）

故
曰
、
看
来
世
間
畢
竟
没�

有�

理�

、
只
是
事
。
一
件
事
是
一
箇
活
閻
羅
。
若
事
事

無
礙
、
便
十
方
大
地
、
処
処
無
閻
羅
矣
。
又
何
法
可
修
。
何
悟
可
頓
耶
。（『
袁

宏
道
集
箋
校
』
巻
六
「
陳
志
寰
」
二
六
五
頁
）

銭
穆
は
こ
れ
ら
の
発
言
か
ら
、

曰
適
、
曰
安
、
曰
円
、
曰
無
礙
、
只
怪
世
間
多
了
一
「
理
」
字
。

適
と
い
い
、
安
と
い
い
、
円
と
い
い
、
無
礙
と
い
い
、
た
だ
世
の
人
々
が
ひ
と

え
に
「
理
」
の
字
に
よ
っ
て
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鍵
言
葉
を
抽
出
し
、
世
に
在
っ
て
自
適
す
る
こ
と
、
聖
人
と
は「
常

人
」
で
あ
っ
て
そ
こ
に
心
を
安
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
出
家
す

る
や
否
や
、
ま
た
は
仏
に
類
す
る
や
否
や
、
あ
る
い
は
自
我
と
同
じ
や
否
や
と
い
う

区
分
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
在
な
円
通
性
を
も
つ
こ
と
を
袁
宏
道
の
人
生
観
と
し
て
挙

げ
て
い
る
。
こ
の
自
在
な
円
通
性
と
い
う
こ
と
か
ら
、
銭
穆
は
袁
宏
道
の
定
理
批
判

を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
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然
則
依
中
郎
之
意
、
不
僅
可
以
無
修
、
亦
復
可
以
無
悟
。
無
悟
可
頓
、
乃
直
躋

「
悟
」
之
最
源
頭
処
也
。

中
郎
の
考
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
な
ら
ば
、
た
だ
〈
修
〉
か
ら
自
由
で
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、〈
悟
〉
か
ら
も
自
由
で
い
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
悟
〉
は
一
挙
に
直

観
す
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
が
、「
悟
」
に
直
参
す
る

根
源
的
な
出
発
点
な
の
で
あ
る
。

後
天
的
な
修
養
を
と
ら
わ
れ
と
み
な
し
、
そ
こ
か
ら
自
由
で
い
る
と
い
う
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
頓
悟
を
実
体
化
し
、
そ
こ
に
執
着
す
る
こ
と
か
ら
も
自
由
で
あ
っ
て

こ
そ
、
始
め
て
真
の
禅
境
に
悟
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
銭
穆
は
袁
宏
道
の
思
考

を
敷
衍
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
儒
学
と
禅
学
と
を
仕
分
け
て
、
禅
仏
教
を
そ
の
主
軸

と
し
つ
つ
も
、「
悟
」
を
含
め
た
一
切
の
と
ら
わ
れ
か
ら
自
由
に
な
る
と
い
う
志
向

を
銭
穆
は
袁
宏
道
の
学
の
特
色
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

銭
穆
は
こ
の
〈
自
由
奔
放
〉
な
袁
宏
道
と
い
う
像
に
つ
い
て
、
別
の
角
度
か
ら
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

三
袁
皆
以
文
学
称
、
当
時
称
為
公
安
派
、
中
郎
尤
其
魁
傑
。
茲
姑
拈
其
論
文
之

両
則
為
例
。

三
袁
は
み
な
文
学
に
よ
っ
て
称
せ
ら
れ
、
当
時
は
公
安
派
と
称
さ
れ
、
中
郎
は

そ
の
傑
物
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
し
ば
ら
く
中
郎
が
文
を
論
じ
た
二
つ
を
例
と
し

て
挙
げ
た
い
。

一
曰
、
金�

瓶�

梅�

従
何
得
来
。
伏
枕
略
観
、
雲
霞
満
紙
、
勝
於
枚
生
七
発
多
矣
。

（『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
六
「
董
思
白
」
二
八
九
頁
）

又
一
曰
、
少
年
又
諧
謔
、
頗
溺
滑
稽
伝
。
後
来
読
水�

滸�

、
文
字
益
奇
変
。
六
経

非
至
文
、
馬
遷
失
組
練
。

（『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
九
「
聴
朱
生
説
水
滸
伝
」
四
一
八
頁
）

文
学
者
と
し
て
の
袁
宏
道
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
銭
穆
が
挙
げ
た
二
つ
の
例
に

は
、
共
通
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
『
金
瓶
梅
』
と
枚
乗
「
七
発
」、
後
者

は
『
水
滸
』
と
「
六
経
」
な
ら
び
に
司
馬
遷
『
史
記
』
と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

袁
宏
道
が
こ
の
明
代
に
成
立
し
た
白
話
小
説
を
雅
な
る
古
典
作
品
に
な
ぞ
ら
え
、
さ

ら
に
そ
れ
よ
り
も
高
い
評
価
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
偉
大
な
古

典
を
当
時
流
行
の
俗
文
学
と
同
じ
俎
上
に
あ
げ
る
だ
け
で
も
、
正
統
的
な
士
大
夫
に

と
っ
て
は
眉
を
ひ
そ
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
に
、
袁
宏
道
は
自
己
の
鑑
識
眼
に
よ
っ

て
さ
ら
に
そ
の
価
値
評
価
さ
え
も
顛
倒
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
袁
宏
道
と
俗
文
学
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
文
学
革
命
以
来
の
多
く
の
研
究
遺
産
が
あ
り
、
い
さ
さ
か
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
な
感
は
あ
る
。
そ
れ
で
も
銭
穆
が
こ
の
二
例
を
取
り
上
げ
て
議
論
を
結

ん
だ
の
は
、
伝
統
的
な
文
学
史
を
も
〈
自
由
奔
放
〉
に
闊
歩
す
る
袁
宏
道
の
姿
を
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
切
の
と
ら
わ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
い
う
袁
宏
道
の
志
向

を
強
調
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

お

わ

り

に

か
く
の
ご
と
く
袁
氏
三
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
を
終
え
る
と
、
銭
穆
は
次
の
よ
う

に
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
を
結
論
づ
け
た
。

民
元
以
来
、
新
文
化
運
動
躍
起
、
高
呼
「
礼
教
喫
人
」、「
打
倒
孔
家
店
」、
無

忌
憚
之
風
、
有
過
於
万
暦
。
儻
言
儒
、
必
喜
龍
渓
・
近
渓
乃
如
李
卓
吾
之
徒
。

儻
言
禅
、
則
無
修
無
悟
、
惟
可
有
驚
嘆
。
惟
当
時
新
文
学
家
亦
遂
称
道
及
於
公

安
、
然
憚
窺
其
全
書
、
因
亦
不
知
其
学
之
出
於
龍
渓
・
近
渓
、
又
直
躋
於
禅
而

超
之
、
否
則
或
可
為
三
袁
更
張
声
気
也
。

民
国
元
年
以
来
、
新
文
化
運
動
が
沸
き
上
が
り
、「
礼
教
喫
人
」（
礼
教
が
人
を

食
う
）・「
打
倒
孔
家
店
」（
孔
子
一
統
を
打
倒
せ
よ
）
と
高
唱
さ
れ
、
無
忌
憚

の
風
潮
は
、
明
代
万
暦
年
間
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
も
し
儒
教
に
つ
い

て
口
に
す
る
と
、
必
ず
龍
渓
・
近
渓
を
絶
賛
し
、
ま
る
で
李
卓
吾
の
門
人
の
よ
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う
だ
っ
た
。
も
し
禅
仏
教
に
つ
い
て
口
に
す
る
と
、
そ
の
無
修
無
悟
ぶ
り
に
、

た
だ
驚
嘆
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
た
だ
当
時
の
新
文
学
家
た
ち
も
、
す
ぐ
に
公

安
三
袁
を
も
て
は
や
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
文
章
を
読
も
う

と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
学
問
が
龍
渓
や
近
渓
か
ら
出
て
、
さ
ら

に
禅
に
直
参
し
て
そ
こ
か
ら
超
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
は
気
づ
か
な
か
っ

た
。
そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
三
袁
に
対
す
る
論
調
を
一
新
す
る
こ
と
が

で
き
た
だ
ろ
う
に
。

銭
穆
は
、
公
安
三
袁
の
文
学
論
の
基
層
に
あ
る
「
学
」
の
在
り
方
の
重
要
性
を
説

き
、
公
安
三
袁
を
文
学
革
命
の
文
化
英
雄
に
祭
り
上
げ
た
人
士
に
対
し
て
、
冷
静
に

か
つ
痛
烈
に
批
判
す
る
。
こ
の
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
の
序
で
「
読
者
」
に
向
け
て

「
義
非
表
揚
」
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
公
安
三
袁
を
近
代
の
文
学
観
念
に
よ
っ
て

あ
げ
つ
ら
う
の
で
は
な
く
、
銭
穆
は
公
安
三
袁
の
「
全
書
」
に
就
き
、
明
代
の
思
想

界
の
「
学
術
風
気
」
に
そ
の
言
説
を
還
元
し
て
、
公
安
三
袁
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を

図
ろ
う
と
し
た
。
研
究
史
上
、
公
安
三
袁
を
論
じ
る
際
に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

取
り
上
げ
ら
れ
る
李
贄
と
の
交
渉
に
つ
い
て
筆
を
控
え
た
の
も
、
ま
た
公
安
派
の
文

学
理
論
、
い
わ
ゆ
る
「
性
霊
説
」
に
つ
い
て
敢
え
て
沈
黙
を
守
っ
た
の
も
、
あ
ま
り

に
省
筆
が
過
ぎ
る
と
い
う
「
読
者
」
の
批
判
す
ら
あ
る
い
は
承
知
の
上
の
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
む
し
ろ
そ
れ
は
従
来
の
定
式
化
し
た
公
安
三
袁
論
に
対
す
る

銭
穆
一
流
の
自
負
の
表
れ
の
よ
う
に
み
え
る
。
明
末
の
思
想
情
況
に
即
し
て
袁
氏
三

兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
を
正
当
に
理
解
し
、
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
図
る
こ

と
、
つ
ま
り
、
王
学
左
派
の
異
端
児
李
贄
に
心
酔
し
、
個
性
の
自
由
を
旨
と
す
る
性

霊
説
を
唱
え
た
「
文
学
革
命
の
先
駆
者
」
と
い
う
公
安
三
袁
像
を
更
新
す
る
こ
と
、

そ
の
こ
と
が
「
国
学
大
師
」
銭
穆
を
し
て
こ
の
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
を
著
し
め
た

ゆ
え
ん
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
銭
穆
が
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
を
著
し
、
す
で
に
三
十
年
も
の
歳
月
が

経
っ
た
。
も
し
、
今
日
の
研
究
状
況
か
ら「
記
公
安
三
袁
論
学
」を
み
る
と
す
る
と
、

た
と
え
ば
、
銭
穆
が
公
安
三
袁
の
論
著
を
静
態
的
に
論
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
の
年

次
的
相
違
や
そ
の
個
人
史
的
展
開
に
つ
い
て
関
心
が
薄
い
こ
と
、
ま
た
、
か
れ
ら
と

同
時
代
を
生
き
、
そ
の
「
学
」
を
形
成
し
、
磨
き
上
げ
る
「
場
」
と
な
っ
た
士
人
や

僧
侶
と
の
交
遊
や
社
会
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
言
及
に
と
ぼ
し
い
こ
と
、
そ
し
て
、

儒
釈
道
三
教
の
枠
組
み
や
、
黄
宗
羲『
明
儒
学
案
』に
由
来
す
る
陽
明
学
派
の
グ
ル
ー

ピ
ン
グ
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
公
安
三
袁
の
学
の
在
り
方
が
や
や
類
型
的
に
図
式
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
関
連
し
、
王
畿
・
羅
洪
先
と
の
対
比
に
よ
っ
て
語
ら
れ

る
袁
宗
道
・
袁
中
道
の
論
に
比
べ
る
と
、
結
び
に
置
か
れ
た
袁
宏
道
の
「
学
」
の
位

置
づ
け
が
見
え
づ
ら
い
こ
と
な
ど
の
批
判
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
袁
宗
道
と
袁
中
道
と
を
対
置
す
る
こ
の
構
成
の
妙
か

ら
、
そ
れ
に
先
立
つ
王
畿
と
羅
洪
先
と
の
対
立
構
造
と
の
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
、
長
兄
と
三
弟
と
の
「
学
」
の
異
同
の
裡
に
、
精
神
の
自
由
を
図
る
志

向
と
規
律
の
確
立
を
求
め
る
方
向
と
が
交
差
す
る
明
末
の
士
大
夫
精
神
史
を
象
徴
的

な
形
で
提
示
す
る
銭
穆
の
こ
の
箚
記
は
、
さ
ら
に
袁
宏
道
の
「
学
」
の
在
り
方
に
つ

い
て
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
迫
り
つ
つ
、
今
な
お
「
読
者
」
に
示
唆
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

注

①

詳
細
は
、
拙
稿
「「
学
古
」
と
「
師
心
」
の
間
―
袁
宏
道
研
究
の
現
状
と
課
題
―
」（「
東
洋
古

典
学
研
究
」
第
十
五
集
、
二
〇
〇
三
）〔
以
下
拙
稿
ａ
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②

山
口
久
和
「
明
代
復
古
派
詩
説
の
思
想
的
意
義
」（「
人
文
研
究
」（
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
）

第
三
十
七
巻
第
三
分
冊
、
一
九
八
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

③

拙
稿
「
袁
宏
道
「
前
期
」
学
問
考
（
上
）」（「
東
洋
古
典
学
研
究
」
第
九
集
、
二
〇
〇
〇
）〔
以

下
拙
稿
ｂ
〕、「
袁
宏
道
「
前
期
」
学
問
考
（
下
）」（「
東
洋
古
典
学
研
究
」
第
十
集
、
二
〇
〇

〇
）〔
以
下
拙
稿
ｃ
〕、「
袁
宏
道
に
お
け
る
八
股
文
評
価
の
問
題
」（『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
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十
二
集
、
二
〇
〇
一
）〔
以
下
拙
稿
ｄ
〕、「
袁
宏
道
晩
年
の
「
学
問
」
と
そ
の
射
程
」（「
日
本

中
国
学
会
報
」
第
五
十
四
集
、
二
〇
〇
二
）〔
以
下
拙
稿
ｅ
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④
『
中
国
学
術
思
想
史
論
叢
』
巻
七
（
安
徽
教
育
出
版
社
刊
、
二
〇
〇
四
）
巻
頭
所
収
。
な
お
、「
記

公
安
三
袁
論
学
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
こ
の
『
中
国
学
術
思
想
史
論
叢
』
本
な
ら
び
に
『
銭
賓

四
先
生
全
集
』
第
二
十
一
巻
（
台
湾
聯
経
出
版
公
司
刊
、
一
九
九
八
）
に
拠
っ
た
。

⑤

い
ず
れ
も
、『
中
国
学
術
思
想
史
論
叢
』
巻
七
所
収
。

⑥
『
明
儒
学
案
』
の
著
者
黄
宗
羲
は
、
袁
宏
道
を
評
し
て
「
天
才
俊
発
、
一
洗
陳
腐
之
気
。
自
擬

蘇
子
瞻
、
亦
幾
相
近
。
但
無
其
学
問
耳
」（『
明
文
授
読
』
巻
二
十
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
ｂ
お
よ
び
拙
稿
ｅ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑦
「
文
学
革
命
」
に
お
け
る
公
安
三
袁
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
ａ
お
よ
び
拙
稿
ｄ
を
参
照
さ

れ
た
い
。

⑧
「
記
公
安
三
袁
論
学
」
に
お
い
て
銭
穆
が
引
く
公
安
三
袁
の
文
章
は
五
十
六
条
に
上
る
。
本
文

中
に
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
お
の
お
の
袁
宗
道
『
白
蘇
斎
類
集
』（
銭
伯
城
標
点
、
上
海

古
籍
出
版
社
刊
、
一
九
八
九
）、
袁
宏
道
『
袁
宏
道
集
箋
校
』（
銭
伯
城
箋
校
、
上
海
古
籍
出

版
社
刊
、
一
九
八
一
、
第
二
版
、
二
〇
〇
八
）、
袁
中
道
『
珂
雪
斎
集
』（
銭
伯
城
点
校
、
上

海
古
籍
出
版
社
刊
、
一
九
八
九
）
に
拠
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
題
目
と
ペ
ー
ジ
数
を
記
し
た
。
銭

穆
所
引
の
文
章
に
は
、
銭
穆
に
よ
る
刪
修
や
、
ま
た
文
字
の
異
同
も
み
え
る
が
、
原
則
と
し

て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
銭
穆
自
身
が
注
記
し
た
題
目
の
う
ち
、
今
本
と
異
な
る
場
合

は
改
め
、
題
目
の
注
記
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
今
本
の
題
目
を
附
し
た
。

⑨

周
群
『
儒
釈
道
与
晩
明
文
学
思
潮
』
第
七
章
「
論
学
宗
儒
、
論
文
尚
本：

公
安
派
先
駆
袁
宗

道
重
〝
学
〞
平
允
的
文
論
」（
上
海
古
籍
出
版
社
刊
、
二
〇
〇
〇
）
は
、
こ
の
「
借
禅
詮
儒
」

と
い
う
鍵
言
葉
に
注
目
し
、
銭
穆
の
所
説
を
さ
ら
に
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

⑩

前
輩
為
余
言
、
陽
明
接
人
、
毎
遇
根
性
軟
弱
者
、
則
令
其
詣
甘
泉
受
学
。
時
龍
渓
妙
年
任
侠
、

日
日
在
酒
肆
博
場
中
。
陽
明
亟
欲
一
会
、
不
来
也
。
陽
明
卻
日
令
門
弟
子
六
博
投
壺
、
歌
呼

飲
酒
、
密
瞰
龍
渓
所
至
酒
家
、
与
共
賭
。
龍
渓
笑
曰
、「
腐
儒
亦
能
博
乎
」
曰
、「
吾
師
門
下
、

日
日
如
此
。」
乃
驚
求
見
陽
明
、
一
睹
眉
宇
、
便
称
弟
子
矣
。（『
白
蘇
斎
類
集
』
巻
二
十
二
「
雑

説
」
三
〇
七
頁
）

⑪

蓋
禅
如
春
也
。
文
字
則
花
也
。
春
在
於
花
全
花
是
春
。
花
在
於
春
全
春
是
花
。
而
曰
禅
与
文

字
有
二
乎
哉
。（『
紫
柏
老
人
集
』
巻
七
「
石
門
文
字
禅
序
」）
紫
柏
達
観
と
公
安
三
袁
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
ｃ
で
ふ
れ
た
。

⑫

袁
宗
道
が
王
畿
の
郷
愿
論
に
強
大
な
「
威
力
」
を
認
め
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見

悟
「
公
安
派
の
仏
教
思
想
」（『
明
末
宗
教
思
想
研
究
』、
創
文
社
刊
、
所
収
、
一
九
七
九
）
に

詳
し
い
。
な
お
陽
明
学
に
お
け
る
「
郷
愿
」
論
に
つ
い
て
は
、
石
田
和
夫
「
王
陽
明
と
郷
愿
」

（「
九
州
中
国
学
会
報
」
第
三
十
八
巻
、
二
〇
〇
〇
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑬

李
贄
と
公
安
三
袁
の
交
渉
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
拙
稿
ａ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た

佐
藤
錬
太
郎
「
李
卓
吾
研
究
の
歴
史
（
上
下
）」（「
陽
明
学
」
第
十
二
号
・
第
十
三
号
、
二
〇

〇
〇
、
二
〇
〇
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑭

前
掲
⑨
周
氏
前
掲
書
参
照
。

⑮

無
善
無
悪
説
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
荒
木
見
悟
「
性
善
説
と
無
善
無
悪
説
」

（「
ア
ジ
ア
文
化
」九
巻
四
号
、
一
九
七
三
）、
溝
口
雄
三「
無
善
無
悪
説
の
思
想
史
的
意
義
―
―

荒
木
見
悟
『
仏
教
と
陽
明
学
』『
明
末
宗
教
思
想
研
究
』
に
よ
せ
て
―
―
」（「
歴
史
学
研
究
」

第
四
百
八
十
七
号
、
一
九
八
○
）、
吉
田
公
平
「
性
善
説
と
無
善
無
悪
説
」（『
中
国
に
お
け
る

人
間
性
の
探
求
』創
文
社
刊
所
収
、
一
九
八
九
、
い
ま『
陸
象
山
と
王
陽
明
』、
研
文
出
版
刊
、

一
九
九
〇
、
所
収
）
が
あ
る
。

⑯

あ
と
の
二
例
は
「
学
問
各
有
根
器
、
不
容
相
強
。
北
秀
不
能
強
同
南
能
、
南
能
亦
不
能
強
北

秀
同
。
陽
明
天
泉
証
道
、
不
昴
龍
渓
、
不
低
緒
山
、
所
以
能
為
人
師
」（『
珂
雪
斎
集
』
巻
二

十
四
「
示
学
人
」
一
〇
五
七
頁
）、「
自
東
越
掲
良
知
以
開
天
下
学
者
、
若
披
雲
見
日
矣
。
而

数
伝
後
、
始
有
借
解
悟
之
説
以
恣
其
無
町
畦
之
行
者
。
昔
之
専
言
修
者
、
病
在
執
糠
粕
、
遺

神
理
、
不
得
千
聖
易
簡
直
捷
之
宗
、
同
於
冥
行
。
而
今
之
専
言
悟
者
、
執
其
円
通
無
礙
之
理
、

以
尽
棄
其
検
柙
。
即
至
空
疏
也
、
而
目
考
亭
為
支
離
。
至
放
逸
也
、
而
鄙
正
叔
為
木
偶
。
敝

亦
甚
矣
。
自
非
二
三
大
儒
持
躬
行
実
践
以
救
之
、
将
安
所
極
。
不
肖
謬
謂
天
下
有
志
於
道
者
、

多
騖
於
知
以
遺
其
行
、
東
越
致
良
知
之
旨
且
日
晦
」（『
珂
雪
斎
集
』
巻
九
「
寿
裕
吾
鄒
公
七

十
序
」
四
三
五
頁
）。
こ
こ
で
銭
穆
が
挙
げ
る
例
に
つ
い
て
は
、
前
掲
⑫
荒
木
氏
論
文
に
お
い

て
、
極
め
て
綿
密
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑰

李
子
語
人
、
謂
伯
也
穏
実
、
仲
也
英
特
、
皆
天
下
名
士
也
。（『
珂
雪
斎
集
』
巻
十
八
「
吏
部

験
封
司
郎
中
中
郎
先
生
行
状
」
七
五
六
頁
）。
な
お
「
李
子
」
と
は
李
贄
の
こ
と
。

⑱

小
修
学
問
、
以
自
在
為
主
、
弟
之
学
問
、
以
闇
然
日
章
為
主
。（「
与
黄
平
倩
」『
袁
宏
道
集
箋

校
』
巻
五
十
五
、
一
六
一
二
頁
）

⑲

公
安
三
袁
の
「
性
気
」
の
点
に
つ
い
て
洞
察
し
た
も
の
に
、
溝
口
雄
三
「
公
安
派
の
道
」（『
入

矢
教
授
・
小
川
教
授
退
休
記
念
文
学
語
学
論
集
』
筑
摩
書
房
刊
所
収
、
一
九
七
四
）
が
あ
る
。

そ
こ
で
溝
口
氏
は
、
袁
中
道
に
つ
い
て
、「
も
し
著
者
の
私
見
を
さ
し
は
さ
む
こ
と
が
許
さ
れ

る
な
ら
、
三
兄
弟
中
最
も
陰
影
に
富
ん
だ
重
層
な
人
物
で
あ
る
」
と
評
す
る
。



内 田 健 太114

（33）

⑳

王
時
槐
に
つ
い
て
は
、
荒
木
龍
太
郎
「
王
塘
南
の
生
涯
と
思
想
」（『
町
田
三
郎
教
授
退
官
記

念
中
国
思
想
史
論
叢
』（
中
国
書
店
刊
所
収
、
一
九
九
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

㉑

公
安
三
袁
に
お
け
る
「
頓
悟
漸
修
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
⑫
の
荒
木
氏
論
文
お
よ
び

⑮
溝
口
氏
論
文
に
い
ず
れ
も
精
密
な
分
析
が
あ
る
。

㉒

こ
の
文
章
は
、『
珊
瑚
林
』
巻
上
、
九
十
条
に
み
え
る
。
こ
の
訳
文
は
、
宋
明
哲
学
研
討
会
訳

注
『
珊
瑚
林

中
国
文
人
の
禅
問
答
集
』（
ぺ
り
か
ん
社
刊
、
二
〇
〇
一
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
、

「
血
脈
」
の
問
題
に
つ
い
て
論
究
し
た
も
の
に
、
小
路
口
聡
「
良
知
心
学
の
血
脈
―
―
陸
九

淵
・
王
陽
明
・
王
龍
溪
―
―
」（「
陽
明
学
」
第
十
七
号
、
二
〇
〇
五
）
が
あ
る
。

㉓

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
ｂ
ｄ
ｅ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
一
言
だ
け
鄙
見
を
述
べ
る
と
、

銭
氏
の
〈
自
由
奔
放
〉
な
袁
宏
道
像
は
、
専
ら
袁
宏
道
前
期
の
資
料
に
依
拠
し
た
も
の
で
、

必
ず
し
も
袁
宏
道
の
全
面
的
な
像
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
憾
み
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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